
広報

(弘~治 ・オリジナルミュ ジ力ル
「ローマを見た」より〉

「天正少年帰国400年祭」の1つである、

7月21日から8月3日までの記念事業に幕がお

ろされましたc

夢を与え、感動を呼んだオリジナルミュ ジ

力ル「ローマを見た」やNHK東京放送児童合

唱団の公演など、今でもなお、私たちのJ[)¥にさ三

明に残っています。

大村は歴史を生かした ドラマが呈冨 /

ー天正少年帰国400年祭、おおむら夏越まつり
2~5 ページ
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実正少年帰国

4gb年祭

「歴
史
を
生
か
し
た
町
づ
く
り
」
、

い
ま
、
大
村
に
新
し
い
風
が
流
れ

始
め
ま
し
た
。

私
た
ち
は
、
4
少
年
の
勇
気
と

冒
険
を
財
宝
と
し
、
ま
た
誇
り
を

も
っ
て
、
世
界

へ
向
け
た
活
力
あ

る
町
づ
く
り
人
ゃ
つ
く
り
を
目
指
す

時
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

7
月
幻
日
か
ら
8
月
3
日
ま
で
、

多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
た

「天
正
遣
欧
少
年
使
節
帰
国
4
0

0
年
祭
」。

記
全
斗
礼
典
を
皮
切
り
に
、
天
正

夢
時
計
(
か
ら
く
り
時
計
)
の
除

幕
や
N
H
K
「東
京
放
送
児
童
合

唱
団
」
の
公
演
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
ミ

ュ
ー
ジ
カ
ル

「
ロ
l
マ
を
見
た
」
、

国
際
バ
ザ
l
ル
な
ど
、
期
間
中
躍

動
感
あ
ふ
れ
る
大
村
施
風
を
巻
き

起
こ
し
ま
し
た
。

ま
た
、

8
月
1
白
か
ら
3
日
ま

で
、
お
お
む
ら
夏
越
ま

つ
り
も
行

わ
れ
、
帰
国
4
0
0
年
祭
を
盛
り

上
げ
ま
し
た
。

こ
の
4
0
0
年
記
念
事
業
は
今

後
も
、
国
際
交
流
事
業
、
既
存
施

設
の
整
備
な
ど
継
続
し
た
事
業
を

行
っ
て
い
く
予
定
で
す
。

連日大好評グミユージ力juιミ言葉J
5日間7回のロング ・ランの公演が行わ
たオリジナルミュージ力ル「ローマを見た.Jo

天正遣欧少年使節4少年の夢と勇気と冨険

そして挫折の旅をテーマにした、エネルギ、ツ

シュな舞台に連日j首席。感動の名作に2度、
3度と見直しに来る人乞おり、5日間約5500
人が楽しみ、大好評でした。

d 

世界の合唱団さすが/
数々の賓を受賞し、日本をあるいは世界を代表

する iNHK東京放送児童合唱団」 を招いて聞か
れた合唱コンヴ ト。

同合唱団による、 懐しい日本のうた、そして、

天正少年使節によせて作られた、合唱組曲「海を

渡る少年たち」の新作の発表など、 世界のト ップ

をいく合唱団にふさわしくさすがの一言。j置席で

埋まった歓衆をうならせました。

このコンサー トは、午前 ・午後の2回行われま
したが、大村の少年合唱団、力トレアコ ラスち

出演、 公演を盛りよげました。
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約250人が出席して行われた帰国
(シf:・森園公園)

/ 
品...-"

偉業をたたえ記念式典

7月21目、森園公園で行われた記念式典に

は、松本市長やジョゼ ・メ一口 ・ゴヴ工イア

駐日ポルトガル大使など約250人が出席。

公本市長が '4少年の偉大な壮挙は、現代

の膏少年に勇気と希望を与えると信じている、

400年祭は、このすばらしい歴史を後世に

残すための事業です」とあいさつ。このタト、

ゴヴェイア大使らの祝辞、大村少年使節の紹

介、 NHK東京放送児童合唱団による天正少
年使節にちなんだ新自の披露、献記などが行

われましたc

世界を代表する合唱を披露 した["N H Iく東京放送児童合唱団J
(Yz; .市民会館〉

史
料
館
で
は
「
実
正
遺
欧

少
年
と
そ
の
時
代
」
展
、
お

4
少
年
使
節
に
つ

い
て
残
さ
れ
た
資
料
、

そ
し
て
、
臼
刷
機
、
人
物
史
な
ど
、
当
時

を
し
の
ぶ
量
重
な
資
料
や
写
真
パ
ネ
ル
な

ど
が
数
多
く
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

4少年について残された資料などが展示7
された 「天正這欧少年と その時代」 展

(話"-'%・市立史料館〉

広報お勾むら 平成 2年 9月号

仁いに
1
4
t
 

同
一
崎
町
一
刀
J
ジ
の
「
尽
正
夢
時
十
』

土庁J

¥

『

)

と

と
も
に

4

少
年
日
九
詐
百
註
快
、

h
k
・
イ
ベ
ン
ト
広
場
)

2年ぶり2度目の文栂入
ポルトガル海軍の練習帆船 ・マカオ号

(200トン〉が7月27目、昭和63年8
月以来2度目の大村入港をしました。

ルイ ・サ ・レアル艦長ら一行は、 8月
2日の帰路に就くまで、 400年祭や憂

越まつりなどへ参加しました。
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ホルトガル、イタ リアなどの手作りの商
品などが展示 ・ヨ日売された匡際ハサー)/

(~'"'-'% ・ イベント広場〉

珍じい手作り商晶ヌラリ
図書館前のイベント広場では、 4'少年
が旅したポルトガjレ・スペイン ・イタ リ
?などの木彫りやガラス製品など、 珍し
い手作りの商品が陳列した「国際バザー
jレ」やポルトガルフェア、マ力オのグル
メコーナ一、ミ二Sしも走ったわんぱく
広場などでにぎわいました。

ー

6
0
0
0
発
の
花
火
で
幕
明
け

日
書
と
陸
地
を
結
ぶ
、
日
本
一

の

1
0
0
0

丈
ナ
イ
ヤ
ガ
ラ

な
ど

6
0
0
0
発
の
モ
火
大
会
=

(
%
・
大
村
、ボ
l

ト
場
周
辺
)
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山川誠TZfztか
た納涼コツチストj

おおむら音頭コンテスト

広報おおむら平成 2年 9月号

趣向を凝らし、町内、 職域グループ27団体が参加した

「おおむら音頭コンテスト j。要越大童には海自ちどり

連、夢憂越翼には水主町連。

弓/夏越王手つ
ユ /替えまレよノ

接交一主主レ よ ノ ・〕

りの自主「憂越主替」

¥;， ，~.. j ~里、γ 空 、 S

Tif--斥;/
近で感じたマカオ文化

(~"-'% ・ パスターミナル2 階〉

ポル トガル領マ力オの過去と現在を紹介

した「マ力オの過去 ・現在」展が、 7月25
日から8月3日まで開かれました。
異国文化の影響を受け、発展するマ力オ

の姿が浮び上がりました。

お
お
む
ら
の
夜
を
に
ぎ
わ
せ
た

「
第
什
回
お
お
む

ら
憂
越
ま
つ
り
」
、
大
村
音
頭
コ
ン
テ
ス
ト
を
最
後

に
3
日
間
の
需
を
閉
じ
ま
し
た
。

宵
ま
つ
り
の

8
月
1
日
は
、
臼
畠
と
陸
地
を
結
ぶ

日
本
一

の

1
0
0
o
m
ナ
イ
ア
ガ
ラ
な
ど

6
0
0
0

発
の
把
火
大
会
、
日
畠
大
か
が
り
火
な
ど
で
祭
の
著

明
け
で
す
。

本
祭
り
で
は
、
駅
前
か
ら
十
八
銀
行
前
ま
で
を
メ

イ
ン
会
場
に
、
神
事
や
太
鼓
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
、
ゆ

か
た
納
涼
コ
ン
テ
ス
ト
、
市
内
外
か
ら
参
加
し
た
ら

び
っ
こ
椙
撲
大
会
、
玉
替
、
綱
引
き
、
趣
向
を
凝
ら

し
た
大
村
音
頭
コ
ン
テ
ス
ト
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

3
日
間
延
べ
約
却
万
人
が
参
加
し
て
に
ぎ
わ
っ
た

「
夏
越
ま
つ
り
」

、
大
村
の
ま
つ
り
と
し
て
す

っ
か

り
定
着
し
た
よ
う
で
す
。

... -c 。ワ

地元のおおむら太鼓連、平城

太鼓、ホーク太鼓のタトに、県内

外から、由布院源流太鼓、霧昌

九面太鼓、轟太鼓、肥前太鼓、

倭冠太鼓が友情出演した「太鼓

フェスティj¥)レ」と「太鼓の競演」

ちびっこ相撲大会

人
気
を
呼
ん
だ
懐
か
じ
の
S
L

-4-

「
S
L旅
博
号
」
が

8
月
1
白
か
ら

5
己
ま
で
、
早
岐

長

崎

間

を
走
り
、
家
族
づ
れ
の
乗
客
や
マ
ニ
ア
た
ち
を
喜
ば
せ
ま
し
た
=

S
し
が
大
村
線
を
走

っ
た
の
は
川
市
年
ぶ
り
の
こ
と
で
、
真
っ
黒
な

煙
、
白
い
蒸
気
を
吐
き
、
力
強
く
走
る
さ
ま
は
勇
壮
そ
の
ち
の
。

今
は
懐
か
し
い
旅
情
を
感
じ
さ
せ
ま
す
。

おみこしのお下り

ガこノパレー/ヨーイショ ・ヨーイショ/

ちびっ子、 大人の部で競われた「つなひき

大会」。応援にも、 力が入ります。

長崎在住の高原プロ8段(写真

左〉、有段者3"-'5人相手にも動

じません。

、--------屯、

，.、， 
，‘‘-~，.."、 ，ι
一、丸、ー

¥ 
a 

' 」

!:-rヲ

神事

つな引き大会

諌早や育喜など、市内

外から15チームが参加し

て行われた「ちびっこ相

撲大会J (富松神社相撲

場〉 。

物言いによる取り直し

など、 白熱した競技が繰

り広げられました。

う ん、攻め手が無い/

囲碁・将棋大会
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い
{一家庭

・
楽
し
い
子
供
た
ち

・
サ
ラ
リ
ー

マ
ン
の
妻
の
フ
レ
ッ
シ

ュ
な
生
活
ぶ
り
、

幸
せ
な
老
後
の
生
活
風
景
、
そ
の
外
年
金

積
立
還
元
融
資
施
設
の
光
景
な
ど
。

サ
イ
ズ

キ
ャ
ビ
ネ
サ
イ
ズ
以
上
四
切
ま

で

(カ
ラ
l

・
白
黒
)

応
募
資
格

誰
で
も
応
募
で
き
ま
す
。
市

外
の
人
で
も
結
構
で
す
。

締
め
切
り

ロ
月
刊
日
間

(当
日
消
印
有

効
)
賞

推
薦
1
人、

特
選
3
人、

入
選
3
人、

佳
作

・
多
数
、
特
別
賞
4
人
:
・賞
状

・
記

念
品
、
副
賞
な
ど

応
募
・
問
い
合
わ
せ

保
険
年
金
課
年
金

係

(干
鰯
玖
島
1
丁
目
お
番
地
)

※
応
募
用
紙
は
保
険
年
金
課
、
市
内
の
カ

メ
ラ
庖
お
よ
び
各
出
張
所
に
あ
り
ま
す
。

応
募
を
お
待
句
し

T
Vま
守

第

4
回

国
民
年
金
写
真
コ
ン
テ
ス
ト

s 

国
民
年
金
広
報
活
動
の

一
環
と
し
て
、

皆
さ
ん
か
ら
年
金
に
関
す
る
写
真
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

テ
ー
マ
・

国
民
年
金
制
度

(
厚
生
年
金

含
む
)
を
周
知
す
る
に
ふ
さ
わ
し
い

(ほ

の
ぼ
の
と
し
た
、

明
る
い
、
ほ
ほ
え
ま
し

い
)
作
品

-
世
代
問
の
ふ
れ
あ
い

・
働
く
姿

・
明
る

企
第

3
回
国
民
年
金
写
真

コ
ン
テ
ス
ト

入
賞
作
品

松
谷
博
行
さ
ん
の
作
品

「締め切りせまる.ノ
¥.'a民年金作文コンマール約
i パハハ字詰原塙同μ 年一
作文の枚数 立与、未発表のちの。一、

締め切り 3月叩日制 当日消印fj
一.、b判付 保ß~年金課年金1

応募・悶い己4ノー V I -，，， 

aボやか愛喝しく
二理喜伝統芸術を披露二

愛
ら
し
く、

鮮
や
か
な
「
上
海
市
少
年
宮
」
の

伝
統
芸
術
披
露
は
、
観
衆
を
魅
了
し
ま
し
た

(%

・
市
民
会
館
)

直
同友もんき

た

皆

し

L

の

ま

E

会

め

-
好

深

p，
愛

を

可
J
j
t

踊

善

三

民

親

-一

斗
刈
J

J

対

好
、
友

会

た

協

じ

踊

通

を

少

楽

、
れ

女

ゃ

い
の

さ

。
年

中

民

を

宮

中

音

日

き

少

鮮

長

国

大

す

少

村

村

祭

年

目

立

8

催

年

、

、

中

偉

ま

村

大

大

楽

少

「

1
月

で

少

く

ま

つ

の

せ

大

西

、
音

交

ー

市

の

γ

8

館

。
の

し

技

も

術

さ

、

、
部

海

て

古

が

会

た

国

ら

演

を

芸

じ

た

団

楽

し

上
い

少

」
民

し

中

愛

な

史

統

感

ま

唱

奏

演

招

年

祭

市

ま

の

か

歴

伝

を

合

吹

出

忘
れな
い
で

バ
イ
ク
に
も
自
賠
責
ノ

6-

無
保
険
バ
イ
ク
対
策
協
議
会

(総
務
庁
・

警
察
庁

・
大
蔵
省

・
運
輸
省
な
ど
)
で
は
、

9
月
1
日
か
ら
初
日
ま
で
「
無
保
険
バ

イ

ク
を
な
く
そ
う
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
行
い

ま
す
。
2
5
0
C
C
以
下
の
バ
イ
ク
に
は
車
検

制
度
が
な
い

こ
と
も
あ

っ
て
、
白
賠
責
保

険
の
継
続
契
約
を
つ
い
忘
れ
が
ち
で
す
。

小
さ
な
バ

イ
ク
だ
か
ら
と
い
っ

て
油
断
は

禁
物
、
バ
イ
ク
の
起
こ
す
人
身
事
故
も
軽

視
で
き
ま
せ
ん
。
無
保
険
バ
イ
ク
で
死
傷

事
故
で
も
起
こ
し
た
ら
、
そ
れ
こ
そ
大
変

で
す
。

ま
た
、

バ
イ
ク
に
も
自
賠
責
保
険
へ

の

加
入
が
法
律
で
義
務
づ
け
ら
れ
て
お
り
、

無
保
険
で
走
る
と、

6
か
月
以
下
の
懲
役
、

ま
た
は
5
万
円
の
罰
金
、
さ
ら
に
違
反
点

数
6
点
と
な
り
、
免
許
停
止
処
分
と
な
り

ま
す
。

も
し
、
契
約
切
れ
に
な
っ
て
い
た
ら
、

最
寄
り
の
損
害
保
険
会
社
、
代
理
屈

(バ

イ
ク

・
自
転
車
屈
な
ど
)
、農
協
で
手
続
き

し
て
く
だ
さ
い
。

取
引
用
・
証
明
用
は
も
れ
な
く
/

商
居
、
病
院
、
官
公
庁
な
ど
で

商
売
や
証
明
な
ど
に
使
用
す
る

「
は
か
り
」
は
、
年
に
1
回
、
検

査
を
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

検
査
を
受
け
な
い
で
使
用
し
た

場
合
は
、
計
量
法
に
よ
り
罰
せ
ら

れ
ま
す
の
で
、
必
ず
検
査
を
受
け

て
く
だ
さ
い
。

持
っ
て
く
る
も
の

は
か
り
、
印
鑑

手
数
料

1
5
0
円
j
9
5
0
円

円

(種
類

・
能
力
に
よ

っ
て
違
い

ま
す
)

問
い
合
わ
せ

(※12:00-13:00はイ木みます。)

月 日 場 所 時 間

9月27日(柑
市役所 10 : 00 -12 : 00 

中地区公民館 13:30-15:00

9月28日幽|中地区公民館 10 : 00 -15 : 00 

10月1日(月)竹松 出張所 10 : 00 -15 : 00 

10月2日(火) 市 民 会 館 10 : 00 -15 : 00 

|福重 出張 所 9:30-10:30 

山 附 萱 瀬 出張所(川 -12:00

i松 原出 張所l昨 30-15:00
!二 浦 出張所 9 :30-10:30 

10月4日(柑
鈴 田 出張所 11: 00 -12 : 00 

検査日程

商
工
観
光
課



犬の飼育や散歩は

マナーを守って/

人
へ
の
迷
惑
等
に
充
分
配
慮
し
て

頂
き
た
い
も
の
で
す
。

特
に
、
犬
の
糞
に
つ
い
て
は
、

飼
い
主
と
し
て
守
る
べ
き
マ
ナ
ー

の
欠
如
が
見
う
け
ら
れ
ま
す
。

他
人
に
不
快
感
を
与
え
な
い
よ

う
、
散
歩
を
さ
せ
る
時
は
、
必
ず

最
近
、
犬
の
放
し
飼
い
や
、
散

歩
時
の
脱
糞
に
対
す
る
苦
情
が
、

大
変
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

飼
い
主
の
モ
ラ
ル
と
し
て
、
他

ち
し
家
の
玄
関
先
な
ど
を

汚
さ
れ
た
ら
あ
な
た
は

朝
夕
、
犬
を
散
歩
さ
せ
て
い
る

人
た
ち
を
多
く
見
か
け
ま
す
が
、

ほ
と
ん
ど
感
じ
る
こ
と
は
、
手
に

何
も
持
た
ず
通
り
過
ぎ
て
行
く
姿

で
す
。
犬
の
糞
な
ど
は
、
ど
う
さ

れ
る
の
で
し
ょ
う
。

玄
関
先
や
道
路
上
を
汚
さ
れ、

ひ
ど
く
仕
末
し
に
く
い
の
で
困
っ

た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
訳

で
、
犬
の
散
歩
を
見
か
け
た
時
は
、

通
り
過
ぎ
る
ま
で
、
時
に
は
見
張

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

自
分
の
家
の
玄
関
先
な
ど
を
汚

さ
れ
た
ら
、
ど
ん
な
気
持
が
す
る

か

一
考
願
い
た
い
も
の
で
す
。

そ
こ
で
提
案
し
た
い
の
は

①
犬
を
散
歩
さ
せ
る
場
合
、
必
ず

ビ
ニ
ー
ル
袋
2
1
3
枚
を
持
参
す

る
こ
と
1
枚
は
子
に
か
ぶ
せ
て
(
手
袋

広義おおむら平成 2年 9月号

ビ
ニ
ー
ル
袋
や
移
植
コ
テ
な
ど
を

用
意
し
、
犬
が
脱
糞
し
た
場
合
は
、

飼
い
主
が
き
ち
ん
と
始
末
を
す
る

よ
う
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

犬
を
可
愛
が
る
気
持
と
同
様
、

街
の
美
化
や
他
人
へ
の
思
い
や
り

の
気
持
を
持
ち
た
い
も
の
で
す
。

御
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

不
用
犬
回
収
日
を

変
更
し
ま
す

今
ま
で
不
用
犬
の
回
収
日
は
、

毎
月
第
1

・
第
2
・
第
3
土
曜

日
の
午
前
日
時
ま
で
で
し
た
が
、

問
月
1
日
よ
り
毎
週
火
曜
日
の
午

前
日
時
ま
で
と
な
り
ま
す
。

た
だ
し
、

1
月
1
日
・
2
日
・

3
日
は
回
収
し
ま
せ
ん
。

な
お
、
回
収
箱
は
市
役
所

・
各

出
張
所
に
設
置
し
て
い
ま
す
。

の
代
用
)
糞
を
取
り
、
外
の
袋
に

入
れ
て
持
ち
帰
る
。

他
人
が
見
て

い
な
い
か
ら
と
い
っ
て
、
放
ら
な

い
こ
と
。

②
散
歩
の
折
、
大
き
い
犬
な
ど
通

り
す
が
り
に
寄
っ
て
く
る
こ
と
が

あ
る
の
で
、
飼
主
は
鎖
ま
た
は
ひ

も
を
短
か
く
し
て
手
元
に
引
き
寄

せ
て
、
他
人
に
迷
惑
を
か
け
な
い

よ
う
に
す
る
。

以
上
、
も
し
私
だ
っ
た
ら
、
こ

の
様
に
対
処
し
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
竹
松
本
町

山
田
恒
子

k 

お
年
寄
り

。
お
年
寄
り
本
人
が
受
け
ら
れ
る

特
典

老
年
者
控
除

年
齢
が
臼
歳
以

上
で
、
所
得
金
額
が
1
0
0
0
万

円
以
下
の
お
年
寄
り
の
場
合
は
、

本
人
の
所
得
税
を
計
算
す
る
と
き
、

所
得
金
額
か
ら
印
万
円
を
差
し
引

く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

文化基金・社会福祉基金恕どへ

多額の寄付

中村幸恵さん(東本
町)は、このたび¥
文化基金、社会福祉
基金へそれぞれに50
万円、それと貴重な
松林飯山の書を、政
夫(元さん〉 の香典
返しとして寄付され
ました。

と
税
金

公
的
年
金
等
控
除

公
的
年
金

や
恩
給
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の

収
入
金
額
か
ら
、
公
的
年
金
等
控

除
額
が
差
し
引
か
れ
ま
す
。

。
お
年
寄
り
を
扶
養
し
て
い
る
人

が
受
け
ら
れ
る
特
典

配
偶
者
控
除
や
扶
養
控
除
の
対

象
と
な
る
親
族
が
、
刊
歳
以
上
の

お
年
寄
り
(
障
害
者
の
場
合
は
除

く
)
で
あ
る
と
き
は
、

1
人
当
た

り
必
万
円

(
一
般
犯
万
円
)
を
差

し
引
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

な
お
、
こ
の
お
年
寄
り
が
納
税

者
や
そ
の
配
偶
者
の
父
母
や
祖
父

母
な
ど
の
直
系
尊
属
で
、
納
税
者

や
そ
の
配
偶
者
と
同
居
し
て
い
る

西村文子さん(玖畠2
丁目〉はこのたび、学
習活動などに役立てて
くださいと、市コミセ
ンヘ液畠ビジョン(100
インチ)一式100万円相
当を寄げされました。

会主
中村幸恵さん

と
き
は
、
更
に
日
万
円
を
加
算
し

た
日
万
円
を
差
し
引
く
こ
と
が
で

き
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
諌
早
税
務
所
(
宮

⑫
1
3
7
0
)

へ
ど
う
ぞ

県
税
納
税
相
談
目
を

開
設
じ
ま
す

諌
早
県
税
事
務
所
で
は
、
納
税

者
の
皆
さ
ん
の
便
宜
を
図
る
た
め
、

休
日
納
税
相
談
窓
口
を
開
設
し
ま

す
。ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

日
時

9
月
初
日
岡
、

午
前
9
時
1
午
後
5
時

場
所

諌
早
県
税
事
務
所
(
諌
早

市
永
昌
東
町
宮
⑫
1
0
3
2
、
宮

⑫
0
5
0
8
、
代
表
宮
⑫
)
0
0
1
0
)

西村文子さん

江畠フミさん(池田
2丁目〉 は、このた
び社会福祉基金に役
立ててくださいと、
故夫〈勝ーさん〉の
香典返しとして50万
円を寄付されました。

江島フミさん

7~ 
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企みんなの力で大村湾をきれいに/
(ヌ ・市役所}

大村j蓄をきれいにする会(会長・松本

大村市長〉では8月 1目、大村湾岸一層
の車両パレードを行い、水質;吾濁が進ん

でいる大村湾の浄化、環境保全などを呼

びかけました。

参加したのは、県と湾岸の4市9町、
大村湾海区漁協長会、民間団(本で、松本

市長の獄励の後、 10数台の車両によるパ
レー ドを行いました。

瓦5♂のi竹悦伊汚桝がれポて一 3評:f1;山;::1:官::、::弘:主L 

1. 

4
司
き
わ
ど
い
ぞ
/(%
lf
市
営
野
茂
揚
ほ
か

小

・
中
学
生
日
チ

l
A
が
参
加
し
て
行
わ
れ

た

っ
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
し
。

真
っ
黒
に
日
焼
け
し
た
子
供
た
ち
の
、
白
諒

を
追
う
元
気
な
ブ
レ

に

、
盛
ん
な
声
援
が
送

ら
れ
ま
し
た
。
成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

小川[子の
部
H
①
上
顕
訪
②
池
田
③
古
翼
君
、
冨

の
原
2
丁
目

中
学
の
部
リ
①
池
田
新
町
②
池
田
③
若
桜
(
小

路
口
町
)
、
宮
小
路
1
丁
目

.，18園長崎崇'y碍'C'"回目一

γ 

企生き生き合同合唱祭 (釘 ・市民会館)

長崎県少年合唱団合同演奏会が8月4

日、市民会館で開かれました。

大村少年合唱団など、県内から19の少
年合唱団が出演、生き生きとした、すば

らしい歌声を披露しました。

この合同演奏会は、毎年各地で開かれ

ており、合唱を通じて 1l~)\豊かな膏少年の

育成、 レベルの向上、親善交流などを目

的に聞かれています。

企優秀賞おめでとう/
( ~~9 ・ 日本武道館)

7月28・29日の2日間、日本武道館で
行われた 「全日本少年武道(剣道〉練成

大会」で、大村剣道協会チ ムがブロ ック

優勝をし優秀貫を受けました。

大会には、全国から約 11 50チ-b
が出場。初日は約600チ-bが16パー
ト8ブロ ックに分かれての試合、大村剣

~は、普段の厳しい練習が効を奏し、み

ごとブロ ック優勝を成し遂げました。

-8  
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みんtioi来安考え3た続
全国一斉国勢調査二• 日二 10月4

引
世
紀
の
日
本
を
考
え
る
基
礎

で
す
。コ
調
査
は:

大
正
9 
年
カミ

包涜島都 ら

皆
さ
ん
の

協
力
を
/

5
年
ご
と
に
行
わ
れ
、
今
回
は
日

回
目
。
日
本
に
住
む
す
べ
て
の
人

が
対
象
と
な
り
、

全
国
で
約
1
億

2
4
0
0
万
人
に
お
よ
ぶ
と
見
込

ま
れ
て
い
ま
す
。

赤
ち
ゃ
ん
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、

も
ち
ろ
ん
あ
な
た
も
、
あ
な
た
の

ご
家
族
も
対
象
で
す
。

簡
単
で
す
、
安
心
で
す
、
調
査

内
容調

査
は
、
ま
ず、

9
月
下
旬
に

調
査
員
が
お
宅
に
お
伺
い
し
、
世

帯
ご
と
に
調
査
票
を
配
布
し
ま
す
。

内
容
は
、
家
族
全
員
の
氏
名
、

出
生
の
年
月
、
就
業
状
況
な
ど
で

す
。
旅
行
な
ど
で
一
，
時
留
守
に
し

て
い
る
人
、
長
期
滞
在
し
て
い
る

入
、
生
ま
れ
た
ば
か
り
の
赤
ち
ゃ

ん
も
含
ま
れ
ま
す
。
ま
た
、
ア
パ

ー
ト
な
ど
に
一
人
暮
ら
し
の
人
、

下
宿
し
て
い
る
人
は
、
未
成
年
で

も
学
生
で
も
、
井
帯
主
と
し
て
ご

記
入
く
だ
さ
い。

記
入
内
容
を
外
に
漏
ら
し
た
り
、

統
計
以
外
の
目
的
に
使
用
す
る
こ

と
は
法
律
で
固
く
禁
じ
ら
れ
て
い

ま
す
。
ど
う
ぞ
安
心
し
て
、
あ
り

の
ま
ま
を
正
確
に
ご
記
入
く
だ
さ

い
。
調
査
票
は
後
日
、
調
査
員
が

集
め
に
伺
い
ま
す
。

※
国
勢
調
査
に
つ
い
て
の
、
お
尋

ね

・
お
問
い
合
わ
せ
は
、
大
村

市
国
勢
調
査
実
施
本
部

(市
役

所
第
6
会
議
室
内
)

平
成
2
年
国
勢
調
査

国勢調査でみ~~柑市

z大村
巴西大村
~竹松
臣松 原

闘福重

弘530臼萱瀬
回鈴田

口三浦

地区別人口の推移

昭和50年

長
崎
県
人
口
予
想
ク
イ
ヌ

平
成
2
年
叩
月
1
日
現
在
の
、

長
崎
県
の
人
口
は
何
人
で
し
ょ
う

か
つ
応
募
資
格

県
内
在
住
者

応
募
方
法
・

回
答
は
ハ
ガ
キ
に

「長
崎
県
予
想
人
口
O
O人
」
と

書
い
て
く
だ
さ
い

(1
枚
に
1
回

答
)
・
住
所

・
氏
名

・
年
齢

・
職

業

・
電
話
番
号
を
明
記
し
て
く
だ

さ
い
締
め
切
り

叩
月
日
日
間

(当
日

消
印
有
効
)

賞
金

1
等
5
万
円
、

2
等
3
万

円、

3
等
1
万
円
、
ほ
か
多
数

当
選
発
表

平
成
3
年
1
月
上
旬

ヒ
ン
ト
・

昭
和
白
年
(
国
調
)

・:
1
5
9
万
5
6
4
人
・
昭
和

ω

年

(国
調
):・
1
5
9
万
3
9
6

8
人
・
平
成
元
年
刊
月
1
日
(
県

推
計
)
・:
1
5
7
万
4
4
2
1
人

応
募
・
問
い
合
わ
せ

長
崎
県
企

画
部
情
報
統
計
課
内
「
長
崎
県
人

口
予
想
ク
イ
ズ
」

係

(
干
側
長
崎

市
江
戸
町
2
1
U
)

昭和55年

69. 472 
昭和60年

ヲ4

千人

日寸33125
女 36.153

fm 
2.027 

1 2.240 

1 2.227 

1 2.930 

1 2.599 

12.653 

1 2.490 

85以上

80-84 

75-79 

70-74 

65-69 

60-64 

55-59 

50-54 

45-49 

40-44 

35-39 

30-34 

25-29 

20-24 

15-19 

10-14 

5-9 

0-4 

大村市の昭和60年の男女・
年齢別人口ピラミッド

男 33.319

暴
力
団
被
害

お
気
軽
に
ご
相
談
を

長
崎
県
警
察
と
長
崎
県
弁
護
士

会
合
同
の
、
民
事
介
入
暴
力
に
関

す
る
相
談
会
場
を
設
け
ま
す
。
暴

力
団
か
ら
何
ら
か
の
被
害
を
受
け

た
と
か
、
困
っ
て
い
る
方
は
遠
慮

な
く
わ
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日
時

9
月
お
日
出
、
午
前
叩
時

j
午
後
3
時

会
場
・
長
崎
会
場
・:
長
崎
市
民
会
館

(長
崎
市
魚
の
町
5
番
1
号
)

-
佐
世
保
会
場
・
:
佐
世
保
市
産
業

会
館
(
佐
世
保
市
松
浦
町
5
番
1

号
)

、

※
相
談
は
無
料
で
す
。

直
接
会
場
に
出
向
か
れ
る
か
、

ま
た
は
都
合
に
よ
り
出
向
か
れ
な

い
人
は
、
電
話
に
よ
る
相
談
あ
る

い
は
最
寄
り
の
警
察
署
で
も
相
談

に
応
じ
ま
す
。

な
お
、
今
回
に
限
ら
ず
い
つ
で

も
、
ど
こ
で
も
相
談
に
応
じ
ま
す
。
-9 



ま司."

大
岡
テ
ル
子
さ
ん

(臼
歳

・
乾
馬
場
町
)
主
婦

①いま活動しているクラブ

-サークル名

②入会した動機など

③現在の活動状況など

④今後の抱負など

内容

中
村
正
敏
さ
ん

(一ぬ
歳

・
水
主
町
2
丁
目
)
自
営
業

①
茶
道
(
表
千
家
)

②
以
前
、
少
し
は
た
し
な
ん
で
は
い
た
も
の
の
、

し
ば
ら
く
中
断
し
て
い
た
。
6
年
前
西
大
村
コ

ミ
セ

ン
が
建
っ
た
の
を
機
に
、
地
元
に
貢
献
し

た
い
と
の
こ
と
か
ら
茶
道
を
や
ろ
う
と
な
り
、

伊
東
先
生
の
指
導
の
も
と
に
始
め
ま
し
た
。

③
現
在
は
、
週
1
回
の
練
習
で
す
が
、
初
代
j

m代
ま
で
の
会
員
が
お
り
、
親
子

・
兄
弟
の
ご

と
く
和
気
あ
い
あ
い
、
な
ご
や
か
に
楽
し
ん
で

い
ま
す
。

清
閑
な
中
に
、
日
本
伝
統
の
女
性
の
姿
を
か

も
し
だ
す
茶
道
。
茶
室
に
座
っ
た
と
た
ん
に
雑

念
が
消
え
、
気
持
ち
が
ス

l
ッ
と
落
ち
着
い
て

き
ま
す
。

④
西
大
村
コ
ミ
セ
ン
が
出
来
て
か
ら
6
年
に
な

る
ん
で
す
が
、
茶
道
以
外
に
も
い
ろ
い
ろ
あ
り

ま
す
の
で
、
足
を
運
び
ど
ん
ど
ん
盛
り
立
て
て

ほ
し
い
し
と
思
い
ま
す
し
、
ま
た
、

茶
道
に
つ

い
て
も
、
初
心
者
教
室
を
作
り
た
い
な
!
と
話

し
合
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

大
岡
さ
ん
は
、
茶
道
の
外
に
華
道
も
、
そ
し

て
、
昭
和
幻
年
か
ら
家
庭
内
職
相
談
員
と
し
て

も
ご
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

①
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
指
導
者
協
議
会

②
お
年
前
、
体
育
を
通
じ
子
供
会
の
健
全
育
成

を
図
ろ
う
と
、
中
村
さ
ん
ら
が
発
起
人
と
な
り
、

こ
の
少
年
団
が
発
足
さ
れ
て
い
ま
す
。
当
時
は

1
2
0
団
体
位
あ
っ
た
が
、
今
は
約
叩
団
体
。

③
現
在
、
ソ
フ
ト
、
野
球
、

バ
レ

l
、
ポ
l
ト

ボ

i
ル
の
4
球
技
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、

中
学

生
の
子
供
会
離
れ
が
増
え
て
い
ま
す
。
青
少
年

の
非
行
化
が
問
題
視
さ
れ
て
い
る
今
日
、
町
内

会
で
の
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
仲
間
作
り
が
必
要

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

愚
か
δ
し
家
族

之込
エミ

朝長さん一家 (立福寺町)(7) 

(
白
)

(
引
)

(
倒
)

(
円
以
)

広報おおむら 平成2年 9月号

ヂ色

伊
達

似

山石

わ
た
し
の
か
ぞ
く
は

7
人
で
す
。

き
ょ
う
だ
い
は
、
お
に
い
ち
ゃ
ん

と
ふ
た
り
で
す
。

お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ

ん、

そ
し
て
お
父
さ
ん
た
ち
は
、

田
ん
ぼ
や
畑
で
、
ま
い
日
い
っ
し

ょ
う
け
ん
め
い
は
た
ら
い
て
が
ん

ば
っ
て
い
ま
す
。

み
ん
な
い
そ
が
し
い
の
で
、
わ

た
し
ち
お
ふ
ろ
あ
ら
い
な
ど
を
て

つ
だ
っ
て
い
ま
す
。

お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
、
そ
し
て
ひ
い
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、

か
ら
だ
に
き
を
つ
け
て
、
な
、か
い

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

(里吉
山)

好木こんなグループ
知ってる?

視聴覚ライフ、ラリー

市民映画会
9月8日(土)、午後2時~午後3時

西大村コミセン 入揚無料
くフィルム名〉

とらねこめいたんでい(アニメーション10分)
とうきちとむじな(アニメーション18分)

ぼくは負けない(児童劇31分〉

金
子
正
行
さ
ん

(
幻
歳
・
富
の
原
1
丁
目
)
自
営
業

①
日
本
野
鳥
の
会
長
崎
県
支
部

②
元
々
は
写
真
が
趣
味
だ
っ
た
ん
で
す
が
、
で

は
、
何
を
撮
ろ
う
か
と
考
え
た
時
、
好
き
な
野

ま
た
、
最
近
は
勝
つ
事
に
目
標
を
お
き
す
ぎ

て
い
る
た
め
、
違
反
ま
で
し
て
出
場
す
る
チ
ー

ム
が
あ
る
。

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
目
的
は
、
健
全
育
成
を

目
的
と
し
た
仲
間
づ
く
り
で
す
。
ス
ポ
ー
ツ
が

出
来
る

・
出
来
な
い
は
別
に
し
て
、
み
ん
な
一

緒
に
な
っ
て
楽
し
ん
で
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

そ
こ
か
ら
、
非
行
の
な
い
人
間
形
成、

非
行
に

走
ら
せ
な
い
心
強
い
仲
間
が
で
き
て
く
る
と
信

じ
て
い
ま
す
。

そ
の
為
に
は
、

し
っ
か
り
と
し
た
信
念
を
も

私
た
ち
木
好
会
は
、
ま
だ
発
足
し
て
2
年
目

の
木
彫
り
グ
ル
ー
プ
で
す
。
毎
月
2
回
、
中
地

区
公
民
館
の
工
芸
室
で
開
い
て
い
ま
す
。

鳥
を
撮
ろ
う
と
思
っ
た
の
が
き
っ
か
け
に
な
り
、

叩
年
位
前
こ
の
会
に
入
会
し
ま
し
た
。

③
目
的
は
、
種
類
の
カ
ウ
ン
ト
、
保
護
、
野
鳥

の
す
ば
ら
し
さ
、
大
切
さ
の
P
R
な
ど
で
す
。

現
在
、
大
村
に
も
1
0
0
種
類
以
上
の
野
鳥

が
生
息
し
て
い
ま
す
が
、
珍
し
い
の
で
は
、
郡

川
や
鈴
田
川
で
良
く
見
か
け
る
カ
ワ
セ
ミ
や
ヤ

マ
七
、
ヘ
そ
し
て
、
カ
サ
サ
ギ
な
ど
で
、
特
に

カ
サ
サ
ギ
は
、
日
本
で
は
西
九
州
(
長
崎

・
佐

賀

・
福
岡
)
だ
け
に
生
息
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

ま
た
、

叩
月
下
旬
か
ら
3
月
に
か
け
て
、
大

村
の
上
空
を
マ
ナ
ヅ
ル
や
ナ
ベ
ヅ
ル
が
渡
る
の

を
観
測
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
外
、
野
岳
、
黒
木
、
大
村
公
園
な
ど
で

も
い
ろ
ん
な
鳥
を
観
察
で
き
ま
す
よ
。

④
野
鳥
の
観
察
は
、
孤
独
と
の
戦
い
、
自
分
と

の
戦
い
で
す
。
凶
日
1
1
か
月
も
前
か
ら
テ
ン

ト
を
張
り
、
現
れ
る
の
を
待
っ
た
り
、
1
日
で

l
羽
も
観
察
で
き
な
か
っ
た
り
す
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
が
、
観
れ
た
時
の
喜
び
は
最
高
で
す
。

最
近
、
無
線
を
設
置
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
の
で
、
情
報
を
交
換
し
な
が
ら
素
早
い
観
察

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

皆
さ
ん
も
一
緒
に
ど
う
で
す
か
。

-10-

っ
た
指
導
者
、
親
の
協
力
が
必
要
で
す
。

④
中
村
さ
ん
は
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
、
野
球
協

会
の
会
長
で
あ
り
、
ま
た
、
審
判
協
会
や
市

の
体
育
協
会
の
顧
問
や
理
事
を
努
め
る
な
ど
、

多
忙
な
毎
日
で
す
が
、
「
今
後
も
地
域
振
興
の
た

め
少
し
で
も
お
役
に
立
て
れ
ば
」
と
意
欲
を
の

ぞ
か
せ
ま
し
た
。

な
お
、
大
村
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
は
、
今
年

6
月
、
日
本
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
表
彰
を
受
賞
さ

れ
ま
し
た
。

木
の
あ
た
た
か
さ
と
木
彫
り
が
持
っ
て
い
る

美
し
さ
を
求
め
な
が
ら
、
松
永
ト
シ
子
先
生
の

ご
指
導
で
全
員
が
和
気
あ
い
あ
い
の
雰
囲
気
の

な
か
、
作
品
づ
く
り
に
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

木
彫
り
は
初
め
て
と
い
う
人
で
も
、
彫
刻
の

初
歩
か
ら
彫
刻
刀
の
基
本
的
な
使
い
方
、
木
目

の
表
裏
の
見
分
け
方
な
ど
懇
切
て
い
ね
い
に
ご

指
導
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

手
の
な
か
で
、
木
が
持
っ
て
い
る
暖
か
さ
と

ぬ
く
も
り
を
味
わ
い
な
が
ら
、
木
彫
り
に
熱
中

で
き
る
こ
の
ひ
と
と
き
を
、
み
ん
な
で
大
事
に

し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

初
心
者
の
人
で
も
親
切
に
指
導
し
て
い
た
だ

け
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
あ
な
た
も
楽
し
い
グ
ル
ー

プ
活
動
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

皆
さ
ん
の
ご
入
会
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

定
例
日

毎
月
第
1
・
3
金
曜
日、

午
前
叩
時

ー
ロ
時

場

所
書

師

連
絡
先

大村子ども劇場

rピm タ聞と狼J
-?号スアふサg，ヲル

“くにた句"公演一一

中
地
区
公
民
館

松
永
ト
シ
子
先
生

森
林

(宮
(⑫
3
5
0
0
)

独奏 ・重奏 ・楽器のおはなしなど、プラス

7フンサンブルの楽しさが一杯。また、子どち

のための音楽物語 「ピーターと狼J で動物の

世界であそびます0

9月25日(火)、午後6時30分.-....-8時10分

市民会館

問い合わせ 大村子ども劇場

(西三城 田Tfi(@7063) 
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または、環境街宣課におたずねくだ

ポリオ予防接種 A
10月2日制，....，.，5日(j
詳レくは10月号の/1応報おおむつ

争咽.

武部地区民生・児童委員が

決まりました

-.Q I 0" o. 0" 0.10 0 I 0' 0 '"唱。

市民の皆様の福祉増進のために活

動していただきます。

お気軽にご相談ください。

砂武部地区民生・児童委員

永武三次(武部町252番地雷⑬ 4009)

象
と
な
ら
な
い
事
例
が
か
な
り
の
数
に
の

ぼ
り
ま
す
。
も
し
も
緊
急
性
の
あ
る
重
大

な
患
者
が
発
生
し
た
場
合
、
こ
の
よ
う
な

救
急
車
の
安
易
な
利
用
に
よ
り
そ
の
人
に

対
す
る
急
行
が
遅
れ
る
と
、
適
切
な
処
置

を
施
せ
な
い
ば
か
り
か
治
療
の
遅
れ
に
よ

り
生
命
を
も
失
い
か
ね
ま
せ
ん。

昭
和
町
年
か
ら
9
月
9
日
を

「
救
急
の

日
」
と
定
め
、
そ
の
日
を
含
む

1
週
間
を

「救
急
医
療
週
間
」
と
制
定
し
ま
し
た
。

県
内
で
も
、
様
々
な
機
会
を
通
じ
て
救

急
医
療
や
救
急
業
務
に
対
す
る
理
解
を
深

め
て
い
た
だ
く
よ
う
努
力
し
て
い
ま
す
。

万
一
救
急
車
が
必
要
な
時
は

1
1
9
番

へ
、
誰
が
、
い
つ
、
ど
こ
で
、
ど
う
し
て
、

ど
う
な
っ
た
と
い
う
こ
と
を
あ
わ
て
ず
簡

単
明
り
よ
う
に
通
報
で
き
る
よ
う
日
頃
か

ら
心
が
け
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

こ
の
際
、
救
急
車
が
「
真
の
救
急
」
に

だ
け
役
立
つ
よ
う
、
も
う
一
度
「
救
急
車

の
正
し
い
利
用
に
つ
い
て
」
皆
さ
ん
で
考

え
て
み
ま
し
ょ
う
。

該
当
す
る
幼
児

生
後
四
か
月

1η
か
月

ま
で
の
幼
児
で
麻
し
ん
ワ
ク
チ
ン
を
ま
だ

接
種
し
て
い
な
い
人

実
施
期
間

9
月
1
日
∞

i
m日
出

指
定
医
院

田
川
小
児
医
院
、
出
口
小
児

-12--

科
医
院
、
野
口
内
科
こ
ど
も
医
院

料
金

無
料

接
種
方
法

個
人
接
種
で
す
。
指
定
さ
れ

た
医
院
で
受
け
て
く
だ
さ
い
。

※
母
子
健
康
手
帳
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

老
人
医
療
費
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

老
人
医
療
受
給
者
の
皆
さ
ん
が
、
病
気
や

ケ
ガ
の
た
め
に
医
療
機
関
な
ど
で
受
診
さ

れ
た
4
月
分
の
医
療
費
を
、

9
月
初
旬
に

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

こ
れ
は
、
老
人
の
皆
さ
ん
に
健
康
や
医

療
に
対
す
る
ご
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
き
、

老
人
保
健
事
業
の
健
全
な
運
営
を
図
る
た

福
祉
医
療
費
受
給
資
格
者
証
の

更
新
手
続
き
を
行
い
ま
す
ノ

争 t10 0110 

心
身
障
害
者

・
母
子

・
寡
婦

・
未
婚
の

女
子

・
寡
男
の
福
祉
医
療
費
受
給
資
格
者

証
の
有
効
期
限
が

9
月
初
日
ま
で
と
な
っ

て
い
ま
す
の
で
、
受
給
資
格
者
証
の
更
新

を
行
い
ま
す
。

持
っ
て
く
る
も
の

o
印
鑑
O
現
在
使
用
中
の
受
給
資
格
者
証

o
加
入
し
て
い
る
健
康
保
険
証
O
通
知
の

ハ
ガ
キ
O
心
身
障
害
者
医
療
該
当
者
は
身

争 01 0 I 

体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
、
療
育
手
帳

o
今

年
1
月
2
日
以
降
に
転
入
し
た
人
、
扶
養

義
務
者
が
市
外
に
い
る
人
は
平
成
元
年
分

の
所
得
証
明
書
、
課
税
証
明
書
(
福
祉
課
に

提
出
済
み
の
人
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
)

※
指
定
日
に
来
る
こ
と
が
で
き
な
い
人
は
、

福
祉
課
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

福
祉
課
福
祉
係

め
の
も
の
で
す
。

ま
た
、
保
険
証
が
変
わ
っ
た
場
合
は
、

(
例
・
・
国
民
健
康
保
険
か
ら
社
会
保
険
な

ど
)
受
診
の
途
中
で
あ
っ
て
も
必
ず
、
福

祉
係
へ
そ
の
旨
届
け
出
て
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ

福
祉
課
福
祉
係
(
内
線
1

5
5
)
 

手呈

月 日 場 所

9月17日(月) 市 ノ1.>ハt 所

9月18日(火)
西 大 村 出 張 所
(中地区公民館)

9月19日休) 竹松 ・萱瀬 ・松原出張所

9月20日(木) 福重 ・=浦 ・鈴 田出張所

時間

日

午前 9時30分~午後 4時

新更



元
気
の
あ
か
し
に
定
期
検
診

9
月
は
が
ん
征
圧
月
間
で
す
。

平

成

元
年
に
、
県
内
で
が
ん
で
亡
く
な
っ
た
人

は
、
3
4
3
1
人
で
、
全
死
亡
に
占
め
る

割
合
は
お

・
3
%
、
死
亡
原
因
の
第
1
位

と
な

っ
て
い
ま
す
。

が
ん
の
予
防
は
、
が
ん
の
発
生
を
防
ぐ

第
1
次
予
防
「
が
ん
を
防
ぐ
た
め
の
ロ
か

広報おお仁ら平成 2年 9月号

条
」
を
実
行
す
る
こ
と
、
そ
れ
と
、
が
ん

の
発
生
原
因
が
十
分
に
解
明
さ
れ
て
い
な

い
現
在
、
集
団
検
診
な
ど
に
よ
る
早
期
発

見

・
早
期
治
療
と
い
う
、
い
わ
ゆ
る
第
2

次
予
防
が
最
も
有
力
な
手
段
と
な
っ
て
い

ま
す
。特
に
、
最
近
は
が
ん
の
治
療
が
め
ざ
ま

し
く
進
歩
し
、
胃
が
ん
、
子
宮
が
ん
な
ど

は
、
早
期
に
発
見
す
れ
ば
ほ
と
ん
ど
治
癒

す
る
と
い
わ
れ
て
お
り
、
定
期
的
に
検
診

を
受
け
る
こ
と
が
、
が
ん
予
防
の
決
め
手

に
な
り
ま
す
。

年
に
1
回
は
近
所
の
人
々
を
誘
い
あ
っ

て
定
期
的
に
検
診
を
受
け
、
が
ん
か
ら
身

を
守
り
ま
し
ょ
う
。

依
然
と
じ
て
漏
ら
恕
い
結
核

ー
毎
年
約

5
万
4
千
人
が
新
た
に
発
病
日

か
つ
て
、
国
民
病
と
言
わ
れ
、
多
数
の

人
び
と
を
死
に
い
た
ら
し
め
た
結
核
は
、

現
在
、
生
活
環
境
の
向
上
、
医
療
(
化
学

療
法
)
の
進
歩
な
ど
に
よ
り
、
多
数
の
人
び

と
が
死
に
至
る
と
い
う
病
で
は
無
く
な
り

ま
し
た
が
、
近
年
に
お
い
て
も
全
国
の
新

発
生
患
者
は
年
間
約
5
万
4
千
人
に
達
す

る
な
ど
、
今
だ
我
が
国
最
大
の
感
染
症
で

あ
る
と
い
う
事
を
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

長
崎
県
に
お
い
て
も
、
発
病
率
、
有
病

率
、
死
亡
率
は
逐
年
低
下
し
て
い
る
も
の

の
、
今
な
お
約
9
0
0
人
弱
の
新
患
者
発

生
が
あ
り
、
発
病
率
は
全
国
8
位、

死
亡

率
は
ロ
位
の
高
い
位
置
に
あ
り
ま
す
。

い
ま
新
し
く
発
見
さ
れ
た
患
者
の
半
数

以
上
は

ω歳
以
上
の
人
で
あ
り
、
こ
の
人

た
ち
は
、
結
核
が
ま
ん
延
し
て
い
た
若
い

頃
に
感
染
し
た
結
核
菌
が
、
高
齢
に
な

っ

て
体
力
の
衰
え
た
す
き
に
活
動
を
始
め
て

発
病
す
る
例
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。

現
在
の
結
核
治
療
に
は
昔
の
暗
い
イ

メ
l
ジ
は
な
く
、
化
学
療
法
の
発
達
で
初

期
の
発
病
な
ら
平
均
9
か
月
の
治
療
で
十

分
で
あ
り
、
入
院
も
数
か
月
で
す
み
ま
す
。

自
覚
症
状
と
し
て
の
「
し
つ
こ
い
咳
や

疾
」
が
2
週
間
以
上
も
続
く
場
合
は
、
先

ず
か
か
り
つ
け
の
医
師
で
受
診

・
検
査

を
し
て
も
ら
う
事
が
大
切
で
す
。

ま
た
、
年
1
回
の
結
核
検
診
は
必
ず
受

診
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

*
結
核
予
防
週
間

9
月
M
日
1
初
日

大
村
保
健
所
長
竹
下
美
智
子

金
婚
式
該
当
者
ヘ

記
愈
晶
を
贈
呈
じ
ま
す

金
婚
式
を
迎
え
ら
れ
た
夫
婦
を
祝
福
し
、

長
年
円
満
な
家
庭
を
築
か
れ
社
会
の
た
め

に
貢
献
さ
れ
た
労
を
ね
ぎ
ら
う
た
め
、
記

念
品
を
贈
呈
し
ま
す
。

対
象
者

9
月
日
日
現
在
で
、
大
村
市
に

1
年
以
上
居
住
す
る
夫
婦
で
、
婚
姻
(
戸

籍
に
記
載
さ
れ
た
日
)
か
ら
、
満
別
年
を

迎
え
ら
れ
た
夫
婦

※
婚
姻
年
月
日
が
昭
和
H
年
9
月
日
日
か

ら
日
年
9
月
日
日
ま
で

申
込
方
法

該
当
す
る
人
は
、
申
請
書
に

戸
籍
謄
本
を
添
え
て
、
福
祉
課
老
人
福
祉

係
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い

締
め
切
り

9
月
ぬ
日
出

問
い
合
わ
せ

福
祉
課
老
人
福
祉
係

昨年の金婚祝賀記念品贈呈式よ り

長
寿
を
祝
っ
て
敏
老
金
を
贈
り
ま
す

対
象
者

9
月
1
日
現
在
、
大
村
市
に
1

年
以
上
居
住
し
て
い
る
ね
歳
以
上
の
人

祝
金
の
額
・ηi
m口歳

-
m
i
m歳
・ω歳
以
上

3
0
0
0
円

5
0
0
0
円

8
0
0
0
円

e 
朗読ボランティア

養成講座受講生

自の見えない人のために、

あなたの声を役立てるボラン

ティア活動をしませんか。

受講ご希望の人はご連絡 く

ださし」

期間 10月11日--12月13日ま

での毎週木曜日 ・全10回、午

前10時--12時

場所 福祉センター

※受講料は無料です。

問い合わせ 市社会福祉協議

会 (fi⑬ 13 5 1) 

e 

※
∞∞
歳
以
上
の
人
に
は
、

贈
ら
れ
ま
す
。

持
っ
て
く
る
も
の

通
知
書
、
印
鑑

程

月 日 場 所

9月12日(水)
二浦 ・鈴田 ・萱瀬 ・福重
-松原出張所

9月13日(木) 巾役所、西大村 ・竹松出
張所

9月14日陰)|市役所、西大村出張所

日Eコ
三ER首

県
の
敬
老
金
も

※該当する人には、通知書を差しとげ
ていますので、指定の日にお受け取
りください。

-13----



電算機
システム 冒と利用状況

1 .電子計算組織に記録している主な事務と個人情報の項目

大村市は、コンビューター(電算機)を

利用して次のような仕事をしていますが、

「電子計算組織の運営に係る個人情報保護

条例」に基づき年に1回公表するものです。

の
目
事±
項 利用状況戸

レ==ロ 主表 I頁 目 利用 1犬i兄 の
目
事土
項

戸
U==ロ 室奈 工頁 目

(
市
民
課
)

住

民

記

録

国

税

帳

住

登

発

一

状

健

種

診

台

び

鑑

等

一

書

内

保

接

受

本

及

印

書

一

知

知

案

康

防

断

当

基

成

、

明

一

段

通

式

健

予

主

回

診

書

手

民

作

票

証

一

同

市

学

人

民

種

知

康

知

童

住
の
民
録
行
一
明
就
成
国
証
各
通
健
通
児

O

戸

M

・
・
・
・
・
・

事
、
月
民
者
一
主
区
番
保
保

月
、
手

動
名
年
住
頭
コ
帯
票
鑑
国
活
年
級
爆

異
氏
生
、
筆
所
世
投
印
、
生
止
等
原

、
ナ
、
、
目
、
住
、
、
、
影
、
廃

ド
カ
改
た
地
、
所
区
所
印
報
、

別
報

一
、
世
つ
籍
所
住
校
住
、
情
日
種
情
号

コ
目
指
な
本
住
現
学
前
日
格

月
(
当
番

帯
出
住
と
、
の
、
中
居
月
資
年
者
手
帳

世
届
礼
民
目
前
ド
、
転
年
年
始
害
種
手

、
山
口
住
出
従
一
区
、
録
国
開
障
各
育

ド
日

j

、
居
、
コ
校
所
登
、
、
体
、
療

一
動

名

柄

た

号

称

学

住

鑑

報

類

身

)

コ
異
氏
続
つ
番
通
小
先
印
情
種
、
名
号

民
、
字
、
な
便
、
、
出
、
格
(
)
害
番

住
由
漢
日
と
郵
ド
名
転
号
資
護
日
障
帳

(

税

務

課

)

定

資

産

一筆コード、納税義務者コード、
所在地コード、地目、状況類似、
都市計画、課税地積、各地番号、
評価額、標準値との比較、道路と
の関係、造成費控除、比準割合、
評点数、所有者コード、一棟コード、
画地番号、棟番、登記年月日、登
記床面積、課税年度、種類、家屋
番号、用途、構造、屋根、階層、
課税床面積、再建築費評点数、特
例対象面積、理論評価額、決定価
格、世帯コード、台帳所有者、品
名、耐用年数、取得価格、減価残
存率、住所

O固定資産税及

び都市計画税

の賦課 ・徴収

の関連帳票作

成並びに課税

状況調等の資

料作成

用
連

使

関

宅

収

成

住
徴
作

品
宮
の
百
一
小

市
料
帳

。
宅
月
賃
住

住

年

家

、
居

別
名

ド
入
月
氏

コ
分
号
号

者

区

番

番

居
増
宅
書

入
割
住
付
、納

ド
賃
数

一
家
族

号

コ
、
家
番

宅
分
、
帯

住
区
日
世
所

(
建
築
課
)

住
宅
使
用
料

及

場

簿

入

名

所

成

人
票
作

挙
投
の

選
び
券

。(
選
挙
管
理
委
員
会
)

選

挙

個人コー ド、世帯コー ド、通称コ
ード、住所、世帯主氏名、 住民区
分、生年月日、性別、続柄、住民と
なった年月日、届出年月日 、消除
年月日、異動事由、カナ氏名、公称
コード、投票所名、転出地コード、
投票区、資格

(
下
水
道
業
務
課
)
一
(
見
務
謀
)
一
(
一
口
田
止
謀
)
(
福
祉
課
)

負

担

金

一

1

一

一

ム

干

i
f
一-

下

水

道

受

益

者

一

軽

自

動

車

税

一

保

育

所

一

福

祉

医

療

市

県税

民 課

手見

(
保
険
年
金
課
)

国
民
健
康
保
険
税

(
保
険
年
金
課
)

国

民

年

金

個人コード、指定番号、 一連番号、
課税年度、異動事由、申告区分、
生年月日、性別、氏名、住所、営
業所得、農業所得、その他の事業
所得、不動産所得、利子所得、配当
所得、給与所得、公的年金所得、
雑所得、総合譲渡所得、一時所得、
土地等にかかる事業所得、長短期
所有土地等所得、分離譲渡所得(短

時 |期)、分離譲渡所得(長期)、変
務|動所得、臨時所得、繰越損失、免

税所得(特例)、みなし法人所得、
非課税所得、専従者控除、雑損控
除、医療費控除、社会保険料、小
規模企業共済等掛金、生命保険料、
個人年金保険料支払額、総所得金
額、各種扶養控除額、課税標準額、
税額控除、差引税額、合計年税額、
期別税額、通知書番号、分離株式
所得、寄付金控除

O市民税及び県
民税の賦課・
徴収の関連帳
票作成並びに
課税状況調等
の資料作成

記号番号、納付書番号、納税義務 10国民健康保険
者コード、被保険者数、所得総額、 |税の賦課 ・徴
控除合計額、課税標準額、所得害IJ 1 収の関連帳票
額、均等割額、平等割額、算出合 |作成及び課税
計額、限度超過額、月割増減額、 | 状況調等の資
決定税額、個人コー ド | 料作成

個人コード、記号番号、取得目、
喪失目、種別、保険料区分、喪失
理由、免除区分、納付区分、加入
記録、納付書発行区分、満了年月
日、前納情報、納付記録、生年月
日、高齢任意情報、世帯コード、性
別、氏名、住所、金融機関コード、
金融機関名、口座番号、納付組合

口 説

座童
納(
税 聾

翌襲

。国民年金保険弐翁
料の賦課・徴l市 議
収の関連帳票|民謀
作成及び課税川見じ
状況調等の資にζ孟二7

l水農車産料作成 は:霊森白菜禁ぎ

受益者賦課コード、筆数、地積、負 1
0下水道受益者

担金、猶予年月、猶予額、減免額、 | 負担金の賦課
差引負担金額、個人コード、納付 |徴収の関連帳
管理人個人コード、氏名、住所 | 票作成

一車コード、納税義務者コード、
世帯番号、車両標識番号、車種、
送付区分、課非区分、所有区分、
納税義務発生年月日、廃車年月日、
税額、氏名、住所、納付書番号

保育所コー ド、児童コード、区分、 1 0保育料の徴収

階層、入所年月日、退所年月日、 ! に伴う関連帳
世帯コー ド、氏名、生年月日、性 | 票作成
別、判定、保育料(市基準)、保
育料(措置分)、通知書番号、区
分判定

O軽自動車税の
賦課・徴収の
関連帳票作成

個人コー ド、医療区分、受給者区 1
0福祉医療費給

，分、資格取得目、ねたきり認定日、 i付に伴う関連
保険種別、健康手帳、心障手帳、 | 帳票作成
療育手帳、母子最終年月日、氏名、 '
性別、生年月日、続柄、身障情報、
原爆医療、住所

住民コード、納税組合、納付方法、
開設日、開設日、金融機関、口座
番号、口座名義人

納組コー ド、納付組織名、納付組
織代表者名、口座振込、口座名義
人氏名

年
使
に
振
票
償
関

民
宅
収
座
帳
報
の
成

国
住
徴
口
連
合
い
作

¥
び
の
る
関
組
払
票

税
及
料
か
の
成
税
支
帳

市
金
用
か
替
作
納
金
連

0

0

 

法人番号、産業区分、種別、決算 10法人市民税の
期、設立、解散、資本金、従業員 | 関連帳票作成
数、区分、法人名称、住所、本庄
の住所、代表者氏名

農家コード、農家情報、農地情報、 10転作水田に関
転作情報 i する帳票作成

2.個人情報の開示などの申請はありませんでした。
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広報おおむつ平成 2if-9月号

お
し
ら
世

平
成
2
年
度

危
険
物
取
扱
者
試
験

試
験
の
種
類

甲
種
、
乙
種
(
全

類
)
お
よ
び
丙
種

試
験
日
時

日
月
お
日
側
、

午
前

日
時
試
験
会
場

。
大
村
会
場
・
・
・
大
村
工
業
高
校

o
諌
早
会
場
・・・
諌
早
農
業
高
校

申
込
期
間

9
月
お
日
川w
t
J
m
月

4
日
同

※
願
書
は
大
村
消
防
署
に
あ
り
ま

す
。
詳
し
く
は
、
大
村
消
防
署

(岱
②
4
1
3
8
)
に
お
尋
ね

く
だ
さ
い
。

教
育
講
演
会

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
孤
島

・
ル
バ
ン

グ
島
の
ジ
ャ

ン
グ
ル
で
、
戦
後
初

年
に
わ
た
っ

て
ひ
と
り
で
闘
い
続

け
て
き
た
小
野
田
さ
ん。

マ
ラ
ソ

宮
沢
賢
治
の
語
り
ベ

林

洋

子

の

世

界

「や
ま
な
し
」
「よ
だ
か
の
星
」
(
宮

沢
賢
治
作
)
を
ス
ラ
イ
ド
や
ア
イ

リ
ツ
シ
ュ
ハ
!
プ
の
演
奏
を
パ
ッ

ク
に
語
り
ま
す
。

日
時

9
月
初
日
倒
、
午
後
7
時

1
8時
判
分

場
所

市
コ
ミ
セ
ン

会
費

お
と
な

:
i
o
o
o円

こ
ど
も
:
・
8
0
0
円
(
小
学
生
以

上
)
連
絡
先

奥
野
(
⑫
5
1
0
5
)

み
ん
な
あ
つ
ま
れ

「
お
は
な
し
の
つ
ど
い
』

「お
は
な
し
の
会
」
の
た
の
し
い

つ
ど
い
を
開
き
ま
す
。

日
時

9
月
8
日
∞
、
午
後
1
時

小野田寛郎氏

ン
の
よ
う
な
長
い
極
限
生
活
で
得

た
生
き
る
た
め
の
知
恵
と
体
験
談

で
す
。
い
ま
の
子
供
た
ち
に
は
、

も
っ
と
も

っ
と
自
然
か
ら
学
ん
で

ほ
し
い
と
熱
っ
ぽ
く
語
る
/

日
時

9
月
お
日
側
、
午
後
1
時

初
分
(

)

3

時

場
所

市
民
会
館

演
題

「
生
き
る
」

l
極
限
で
私

を
支
え
た
も
の
|ひ
ろ
お

講
師

小
野
田
寛
郎
氏

田
自
然
塾
長
)

※
入
場
無
料
・
・
・
た
だ
し
、

(
小
野

整
理
券

初
分
{

)

2

時
却
分

場

所

中

地
区
公
民
館

内
容

パ
、
不
ル
シ
ア
タ
ー
、
ス
ト

ー
リ
ー
テ
リ
ン
グ
(語
り
き
か
せ
て

読
み
聞
か
せ
、
腹
話
術
、
歌
と
ペ

l
プ
サ
l
ト
な
ど

※
入
場
無
料
で
す
。

物
価
問
題
講
演
会

日
本
と
外
国
と
の
物
価
の
差
、

そ
れ
が
内
外
価
格
差
で
す
。
日
本

の
物
価
が
割
高
な
の
は
何
故
で

し
ょ
う
?

日
時

9
月
同
日
例
、
午
後
l
時

1
3時
、
長
崎
厚
生
年
金
会
館
(
長

崎
市
茂
里
町

3
l
m)

演
題

私
た
ち
の
く
ら
し
と
内
外

価
格
差
問
題

講
師

日
本
貿
易
振
興
会
輸
入
促

進
事
業
本
部
天
野
史
朗

問
い
合
わ
せ

県
生
活
課
(
包
長

崎
⑫
3
6
2
1
)

が
必
要
で
す
。
(
整
理
券
希
望
の

人
は
、
往
復
ハ
ガ
キ
に
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
書

い
て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

返
信
ハ
ガ
キ
が
整
理
券
と
な
り

ま
す
)

申
込
方
法

市
コ
ミ
セ
ン
(
幸
町

お
i
お
)
へ
、

9
月
比
日
悩
ま
で

に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
必
着

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
せ

ん
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

市
コ
ミ
セ
ン
(
宮

⑬
3
1
6
1
)
 

移動芸術祭

読売日本実響楽団公演

/
-
一号

側
一

券続
て

9月14日(金〉、市民会館
午後 6時30分間演
指揮 山田一雄
ピアノ 園田高弘
※詳しくは、社会教育課へ

パ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
j
三
彩
の
里
線

待
望
の
パ
ス
開
通

二県営バス二

念
願
で
あ
り
ま
し
た
パ
ス
タ
ー

ミ
ナ
ル
よ
り
県
工
業
技
術
セ
ン

タ
ー
経
由

・
雄
ケ
原
町

・
三
彩
の

里
ま
で
の
パ
ス
運
行
が
9
月
1
日

よ
り
開
始
さ
れ
ま
す
。

運
行
表
は
次
の
と
お
り
で
す
。

運行表 (パスターミナル~三彩の里線)

7:45 → 8:0電09 9 1 
パスタ8ー32ミ←ナノレ 小松8: 子

8:32 → 8・57
2 パスタ9ーミナル 三8彩:5の8里

28← 

12: 15 → 12:39 → 13:04 
3 県立大村病院パスターミナル二彩3の里

13:30← 13:05 

15:29 →15:35 → 16:00 
4 市役所 パス1タ6ー ミナノレ三6彩:の里

: 25← 16:00 

19:29 → 19: 35 → 19・55電0 8 
5 市21役・1所9←パス2タ1ー13ミ←ナル小20松. 子

健康子レホふサm ビス
⑫4646または 0958③5511 

月 癌検診のすすめ

火 肺 癌 (早期発見のために〉

水 大腸癌 ( イシ

木 乳癌 ( ク

金 胃癌 ( 。
土・日 子宮癌 ( ク

カ
ん
特
集

は
た
ら
く
笑
顔
に

み
ん
な
の
笑
顔

9
月
は
障
害
者
雇
用
促
進
月
間

。
障
害
者
が
ご
く
自
然
に
健
A

呈
台
と
と
も
に
社

会
参
加
で
き
る
よ
う
な
状
態
を
創
り
出
し
ま

し
ょ
〉
つ
。

。
就
職
を
希
望
す
る
障
害
者
の
職
場
を
確
保
す

る
こ
と
は
、
社
会
全
体
の
責
務
で
す
。
1
人
で

も
多
く
の
障
害
者
の
採
用
に
つ
い
て
、
事
業
主

の
皆
さ
ん
の
努
力
と
工
夫
を
お
願
い
し
ま
す
0

0
労
働
省
、
障
害
者
雇
用
促
進
協
会
で
は
、
障

害
者
の
雇
用
を
促
進
す
る
た
め
各
種
の
援
護
制

度
を
設
け
て
い
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
大
村
公
共
職
業
安
定
所
(
包
⑫

2
1
0
1
)
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
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世

空港にお目見えノ

午後12時15分

午前10時

長

到着 9月 2日(日)、

出発 9月 3日(月)、

一般公開

。観覧場所通称「花文字山」

。公開時間...・9月 2日(日)、午前10

時~午後 1時

・9月 3日(月)、午前8時"-'11時

※入場は無料です。

Sミ

超音速機コンコルド

しお

"!~ 

• • 市職員を募集します• • 

万 大相少年合唱団

20周年記念演奏会万
9月9日(日〉、午後2時開演

市民会館

入場料 500円

内容 となりの トトロより「さんlまJ

j緑の街仁、舞おりて、君をのせて、合

唱ミュージカル、 そのタ卜20周年特別企

画など

問い合わせ 富永 (宮&2303)

市内に住んでいる人または、採用後住むことができる人

各職種と も若干名

9月 1日(土)---29日(土)

11月 4日(日)

所定の申込用紙(人事課または、各出張所にあ ります)に

記入の上応募してくださ U¥c 

人事課人事係 (fi⑬4111内線270---272)

-採用の条件

・採用人員

・申込期間

・第一次試験

・応募方法

潜
在
看
護
職
員
調
査

県
で
は
、
保
健
婦
、
助
産
婦
、

看
護
婦
、
准
看
護
婦
の
資
格
を
お

持
ち
の
人
で
、
現
在
仕
事
に
就
い

て
い
な
い
方
々
の
再
就
職
希
望
調

査
を
行

っ
て
い
ま
す
。

近
い
将
来
、
資
格
を
生
か
し
た

仕
事
に
就
き
た
い
と
考
え
て
お
ら

れ
る
人
は
、
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

連
絡
先
・
長
崎
県
保
健
環
境
総
務

課

(
宮
長
崎
⑫
1
1
1
1
)

-
大
村
保
健
所
(
宮
(
⑪
2
1
9
3
)

試験職種 5iζ L 験 資 格

行ニ 正文 大学卒業程度の学力を有し、昭和39年 4月 2日---44年 4月 1
日までに生まれた人

一般事 務 |高等学校卒業程度の学力を有 し、 昭和44年 4月2日"-'48年 4
月 1日までに生まれた人

土 木 大学卒業程度の学力を有し、昭和39年 4月 2日---44年 4月 l
日までに生まれた人

イ呆 {建 婦 !保健婦助産婦看護婦法による厚生大臣の保健婦免許出る
人(平成 3年 3月に行われる予定の国家試験に合格し、免許
i取得見込みを含む)で昭和40年 4月 2日以降生まれの女子

E力 産 立帯 保健婦助産婦看護婦法による厚生大臣の助産婦免許を有する
人(平成 3年 3月に行われる予定の国家試験に合格し、免許
取得見込みを含む)で昭和36年 4月 2日以降生まれの女子

看 EiE 立帯 保健婦助産婦-看護婦法によ る厚生大臣の看護婦は)免許を有す
(士〉 るノ¥(平成 3年 3月に行われる予定の国家試験に合格し、免許

取得見込みを含む)で昭和41年 4月 2日以降生まれの人

栄 養 士 栄養士法による栄養士免許を有する人(平成3年 3月までに
取得見込みを含む)で昭和41年 4月 2日以降生まれの人

言周 王里 Fミ 学歴は問いませんが、調理師法による都道府県知事の調理師

免許を有する人(調理師法による厚生大臣の指定する調理師
養成施設を平成 3年 3月までに卒業し、免許取得見込みを含
む) で昭和41年 4月 2日---48年 4月 1日までに生まれた人

清掃現業員 最終学歴が学校教育法によ る中学校もしくは高等学校卒業の
人(平成 3年 3月31日までに高等学校卒業見込みを含む)で
高校卒業程度の学力 を有し、昭和44年 4月 2日---48年 4月 l
日までに生まれた男子

み
ん
な
の
健
康
教
室

ど
な
た
で
も
ご
自
由
に
参
加
く

だ
さ
い
。

一ア

l
マ

「家
庭
で
で
き
る
救
急

処
置
」

{
)
知
っ
て
い
る
と
役
立
つ

医
学
知
識
j

講
師

国
立
長
崎
中
央
病
院

小
児
科
特
殊
病
棟
医
長

小
野

靖
彦
先
生

-問い合わせ

広
報
お
お

む
ら

6
月
号
(別

冊
)
協

1
1
1
8
で
公
表
し
ま
し

た

「
大
村
市
告
示
第
何
号
業
務
状

況
等
説
明
書
」

の
5
ペ
ー
ジ
、
市

立
病
院

ω経
理
の
状
況
の
収
益
的

支
出
お
億
3
9
3
6
万
円
は
お
億

4
2
2
8
万
円
。
差
引
ム
8

2
1

4
万
円
は
ム
8
5
0
6
万
円
。
別

お
わ
び
と
訂
正

小
児
科
医
師

七

回

謙

一
先
生

小
児
科
医
師

青
木
繁
先
生

日
時

9
月
6
日
側
、
午
後
1
時

却
分

1
3時

場
所

国
立
長
崎
中
央
病
院
地
域

医
療
研
修
セ
ン
タ
ー

問
い
合
わ
せ

国
立
長
崎
中
央
病

院
地
域
医
療
研
修
セ
ン
タ
ー
(
宮

⑫

3
1
2
1
内
線
5
1
0
)
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市
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会

綱
引
き
大
会
講
習
会

町
内
お
よ
び
職
場

・
グ
ル
ー
プ

の
各
部
門
の
出
場
チ

l
ム
代
表
者

は
、
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。
大

会
に
参
加
予
定
の
な
い
チ
l
ム
の

人
も
ご
自
由
に
参
加
く
だ
さ
い
。

な
お
、
綱
引
き
が
で
き
る
服
装

と
体
育
館
シ
ュ
ー
ズ
を
ご
準
備
く

だ
さ
い
。

日
時

9
月
日
日
閥
、
午
後
7
時

場
所

市
民
体
育
館

表

2
・
経
理
の
状
況
の
収
益
的
支

出
第
1
款
病
院
事
業
費
用
予
算
執

行
額
お
億
3
9
3
6
万
円
は
お
億

4
2
2
8
万
円
。
予
算
執
行
率

問

・
9
%
は
m

%
。
第
1
項
医
業

費
用
予
算
執
行
額
お
億
1
2
2
8

万
円
は
お
億
1
5
2
0
万
円
。
予

算
執
行
率
mm
・
-
%
は
的
・
2
%

の
間
違
い
で
す
。
お
わ
び
し
て
訂

正
し
ま
す
。



隠
し
吻
今

長
崎
県

シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク

来
る
べ
き
乱
世
紀
に
向
け
て
飛

躍
す
る
長
崎
県
を
表
象
す
る
シ
ン

ボ
ル
マ

l
ク
を
募
集
し
ま
す
。

締
め
切
り

日
月
日
日
同
必
着

賞
金

7
0
0
万
円

募
集
要
項

県
庁
企
画
課
、
各
振

興
局
、
支
庁
総
務
課
に
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

県
企
画
課
(
〒
削

長
崎
市
江
戸
町
2
1
日
岱
長
崎
⑮

6
0
6
7
)
 

運
輸
省
海

員

学

校

学

生

内
航
船
舶
の
船
舶
職
員
(
船

長

・
航
海
士

・
機
関
長

・
機
関
土
)

の
養
成

修
業
年
限

1
年

定
員

航
海
科
、
機
関
科
各
刊
人

資
格

高
等
学
校
卒
業
ま
た
は
、

高
等
学
校
卒
業
同
等
資
格
以
上
の

人
(
初
歳
未
満
)

選
抜
方
法

推
薦
お
よ
び

一
般
入

学
者
選
抜

試
験
日

(
一
次
)
・
:
日
月
凶
日
田

問
い
合
わ
せ

波
方
海
員
学
校
教

天
正
遣
欧
少
年
使
節
帰
国
側
年
記
念
祭

ωミ
ス
大
村
コ
ン
テ
ス
ト

J
ず
キ
帯
，

広報bJ去むら'fjjY:2年 9月号

占

V
S
A
t
-•• 

昨年のミス大村パレードより

応
募
資
格

満
凶
歳
1
お
歳
ま
で

の
未
婚
の
女
性
で
市
内
に
住
ん
で

い
る
人
、
身
長
は
胤

叩
以
上
(
高

校
生
を
除
く
)

申
込
方
法

最
近
5
か
月
以
内
の

写
真
と
申
込
書
に
、
本
人
の
住
所

・
氏
名
・
年
齢

・
身
長
・
体
重

・

バ
ス
ト

・
ウ
エ
ス

ト
・
ヒ

ッ
フ

・

最
終
学
歴

・
趣
味

・
両
親
の
氏
名

・
電
話
な
ら
び
に
推
薦
者
の
住
所

.
氏
名

・
電
話
を
明
記
し
て
く
だ

さ

い
c

※
写
真
は
、

子
札
型
で
上
半
身
と

全
身
の
各
l
枚

務
課
(
〒

m
i汎
愛
媛
県
越
智
郡

波
方
町
波
方
2
0
8
9
8
⑪
9
6

4
0
)
 

締
め
切
り

9
月
mm
日
目
必
着

選

彰

式

日
月
2
日
樹
、
午
後
6

時
よ
り
市
民
会
館

パ
レ
ー
ド
日
月
3
日
∞
、
お
お

む
ら
祭
パ
レ
ー
ド
に
参
加
す
る

賞
品

ミ
ス
大
村
l
賞
状

・
ト
ロ

フ
ィ

・
賞
金
(
却
万
円
)

ミ
ス
お
お
む
ら
桜
l
賞
状

・
ト
ロ

フ
ィ

・
賞
金
(
初
万
円
)

ミ
ス
花
菖
蒲

1
賞
状

・
ト
ロ

フ
ィ

・
賞
金
(
却
万
円
)

そ
の
外
副
賞

※
推
薦
者
賞

1
ミ
ス
3
人
の
推
薦

者
に
は
、

5
万
円
を
贈
呈

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

大
村
商
工
会
議
所
一ミ
ス
大
村
係

(

一

T
耐

東
三
城
町
6
の
1

8

⑬

4
2
2
2
)
 

県
勤
労
者

美

術

展

作

毘

募
集
部
門

洋
画
、
日
本
画

・
南

画
、
書
、
写
真

応
募
資
格

県
内
に
住
ん
で

い
る

勤
労
者

作
品
の
申
し
込
み
・
搬
入

日
月
ロ
日
制

1
口
目
的

搬
入
場
所

。
長
崎
労
政
事
務
所
(
干
制
長
崎

市
桜
町
9
1
6

長
崎
県
勤
労
福

祉
会
館
内
包
長
崎
③
1
4
5
6
)

能
力
開
発
セ
ミ
ナ
ー

受

講

生

-
パ
ソ
コ
ン
入
門

期

間

日

月
1
日
開
1
μ
日
附

(
日
日
間
)

-
ワ
ー
プ
ロ
講
座

(
ユ
ー
カ
ラ

・

a
r
t
)
 

期
間

山
月
7
日
目

1
1月
1
日

同

(9
日
間
)

-
J
I
S横
定
被
覆
戸

1
7溶
接

(
中
板

・
実
技
)

期
間

日
月

9
白
川

W1ω
白
川

W

(
7
日
間
)

-
J
I
S模
定
中
肉
管
潜
接

(N

|
2
P
)
 

期
間

日
月
幻
目
的
1
お
日
制

(
2
日
間
)

-
J
I
S横
定
被
覆
戸
ー
フ
溶
接

学
科
受
験
準
備
講
習

。
佐
世
保
労
政
事
務
所
(
干
阿
佐

世
保
市
矢
岳
町
1

2

佐
世
保

市
労
働
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
包
佐
世

保
⑫
4
4
3
9
)

問
い
合
わ
せ

県
労
政
福
祉
課
、

長
崎
労
政
事
務
所
、
佐
世
保
労
政

事
務
所
へ
。

期
間

日
月
幻

日
制
f

、
ノ
お
日
制

(
2
日
間
)

-
J
|
S横
定
炭
酸
ガ
ス
戸

1
7

学
科
受
験
準
備
講
習

期
間

目
月
乱
日
制
()
お
日
制

(
2
日
間
)

-
移
動
式
ク
レ
ン

(
5
ト
ン

未

満
)

特
別
教
育

期
間

日
月
日
日
∞
1
H
日
目

(
2
日
間
)

-
D
I
S
K
-
B
A
S
-
K
 

(E) 

期
間

山
月
日
日
例
(
)
お
日
間

(
6
日
間
)

-
パ
ソ
コ
ン
実
務

(口
1
タ
ス
1

2
3
)
 

期
間

日
月
7
日
間
1
お
日
同

(
8
日
間
)

-
C
A
D入
門

期
間

日
月
日

日
間

1
1
日
附

(
8
日
間
)

-
マ
イ
コ
ン
入
門
(
ア
セ
ン
ブ
リ

言
語
入
門
)

期
間

日
月
ロ
日
樹

i
m
日
間

(8
日
間
)

-
L
Pガ
ス
設
備
士
(
学
科
)
受

験
準
備
講
習

期
間

叩
月

5
日
働
1
日
日
幽

(
6
日
間
)

-
木
工
技
術
(
初
級
)

期
間

日
月
日
目
的

1
叩
日
的

(
3
日
間
)

-
木
工
技
術

(
上
級
)

期
間

山
月
日
日
伯
1
m
日
的

(
3
日
間
)

申
込
期
間

9
月
1
日
出

1
初
日

同申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

長
崎
技
能
開
発
セ
ン
タ
ー
(
干
山

諌
早
市
小
船
越
町
1
1
1
3
包

(ω

2
7
2
1
)
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国
家
公
務
員

(
学
生
)

⑦
活
上
保
安
大
学
校

資
格

昭
和
一
位
年
4
月
2
日
以
降

生
ま
れ
で

川
高
校
卒
お
よ
び
来
年
3
月
ま
で

に
卒
業
見
込
み
の
人

日
円
高
専
の
第
3
学
年
の
課
程
修
了

お
よ
び
来
年
3
月
ま
で
に
課
程
修

了
見
込
み
の
人

付
そ
の
外
大
学
入
学
資
格
検
定
に

合
格
し
た
人
な
ど
人
事
院
が
川
と

同
等
の
資
格
が
あ
る
と
認
め
る
人

②
海
上
保
安
学
校

(
水
路
、
灯
台
、

通
信
、
航
海

・
機
関

・
主
計
)

資
格

昭
和
必
年
4
月
2
日
以
降

生
ま
れ
で
、
①
の
印
刷
川
口
と
同
じ

③
気
象
大
学
校

資
格

昭
和
お
年
4
月
2
日
以
降

生
ま
れ
で
、
①
の
判
例
付
と
同
じ

公曽住宅入雇者募集

直豆7

申
込
期
間

⑦
⑦
③
と
も
9
月
6

日
同
(
)
目
白
川
川

申
込
用
紙
請
求
・

問
い
合
わ
せ

人
事
院
九
州
事
務
局
(
千
四
福
岡

市
博
多
区
博
多
駅
東
2
(
J
U
-
-

E
m
U
1
4
3
1
1
7
7
3
3
)
 

「
こ
と
ば
と
の
出
会
い
」

作
文
コ
ン
ク
ー
ル

忘
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
言
葉
、

街
角
で
出
合
っ
た
言
葉
な
ど
「
こ

と
ば
と
の
出
会
い
」
に
関
す
る
「
作

文
ま
た
は
詩
」
を
募
集
し
ま
す
。

対
象

小

・
中

・
高
お
よ
び
一
般

応
募
方
法

①
1
人
1
編

・
題
は
自
由
。

作
文
・
・
・4
0
0
字
詰
原
稿
用
紙
3

1

5
枚
(
小
学
生
は
2
1
3
枚
)

詩
・
:
特
に
制
限
は
し
な
い
。

種別 住宅名 戸数 間取り 家賃(月額・円)

池 田 2 3DK 15，500 

1 原口アパート 4 3DK  27.200 

tt 私、 10 2 K ~3DK 1 7 ， 200~ 1 7 ， OOO 
久原第二 10 3 D K 1 21 ， 200~23 ， 800 

種 原 口 I 3DK 24，700 

東 諏 訪 I 3K 23，200 

古 賀 島 I 3DK  22.500 

池 田 b 2 K~3 K 7 ， 800~9 ， 200 

2 原口アパート 2 3DK 1 19 ， 200~礼 500
竹 松 1 2K 6，400 

常 盤 1 3DK 13.500 

種 松並第 一 I 1 3DK 23，500 

旭 2K 6，700 

駅 自リ 2 2K 6，500 
②
作
品
に
は
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

電
話
番
号
、
性
別
(
小

・
中

・
高

校
生
の
場
合
は
、
更
に
学
校
名

・

学
年
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
)

締
め
切
り

叩

月
孔
日
例

応
募
・
問
い
合
わ
せ

小

・
中

・
高
校
生
は
学
校
へ
、
そ

の
外
は
県
教
育
庁
総
務
課
(
〒
削

長
崎
市
江
戸
町
2
1
U
E
長
崎
⑫

1
1
1
1
内
線
3
3
1
4
)

第
初
回

(記
念
展
)

市
美
術
展
覧
会
作
昆

部
門

洋
画
、
日
本
画
、

書
、
写

真、

彫
塑
工
芸
、

デ
ザ
イ
ン

出
品
点
数

各
部
門
1
人
2
点
以

内出
品
手
数
料

1
点
1
0
0
0
円

(
高
校
生
は

5
0
0
円
)

申
込
期
間

日
月
5
日
幽
'12日
日

同
月作
品
の
搬
入

期
日
目
月
白
日
同

時
間
叩
時
()
日
時

場
所

市

コ

ミ
セ

ン

作
品
の
展
示

日
月
1
日
同
1
6

日
同
、
午
前
9
時

1
午
後
6
時

(但
し
6
日
は
午
後
4
時
ま
で
)

表
彰

参
加
賞
及
び
各
種
賞
あ
り

申
し
込
み

・
問
い
合
わ
せ

大
村
市
美
術
協
会
事
務
局
(
宮
⑬

4
1
1
1
内
線
3
6
9
社
会
教
育

課
内
)

種別 イ主 司Fム三『 名

1 常盤、久原第 2、=城、松山、本小路、

種 玖島

2 植松、常盤、久原第 2、=城、松山、

種 桜馬場、玖島

申込期間 9月 5日休)-12日(水)

申し込み・問い合わせ 建築課住宅係

※収入な どに制限があります。

軍主3

9月10日(月)-14日闘

(申込用紙配布 9月 3日(月)-) 

抽選日 9月初日(木)

問い合わせ 県住宅供給公社大村事務所

(fi@ 6 8 2 5) 

※収入などに制限がありますc

申込期間

j 
d 

2 

少

放送期間 宮こ7 !
8: 00"-"22: 00 (9月16日まで) ~ 

8: 00"-"21: 00 (9月17巳"-"11月4日)i
同 J

覧会
11月4日まで

FM-FISH 
=たt，iI3(ZヲZl.=

「旅」

旅I専に関するイベン

ト紹介、交通情報な

どをお届けしますご

~18~ 

7私窃 FM周波数

九
州
の
川
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
A
y
v
h
d
y
H
A
4
 

テ
ー
マ

九

州

の
川
を
自
由
に
の

び
の
び
と
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
視
点
で

例
え
ば
・
私
の
好
き
な
川
の
風
景

(
ダ
ム
、
湖
沼
を
含
み
ま
す
)

-
水
辺
の
自
然
・
川
と
人
間
の
ふ

れ
あ
い

・
祭
、
行
事
な
ど
の
河
川

の
風
物
誌
・
歴
史
を
感
じ
る
せ
き
、

水
門
な
ど

サ
イ
ズ

白
黒
、
カ
ラ
l
プ
リ
ン

ト
で
キ
ャ
ビ
ネ
に
限
り
ま
す
。

(
ス
ラ
イ
ド
、
組
写
真
を
除
く
)

応
募
資
格
中
学
生
と
高
校
生

締
め
切
り

日
月
孔
日
附
(
必
着
)

応
募
上
の
注
意

①
1
人
何
点
で

も
応
募
で
き
ま
す
。
②
応
募
作
品

は
過
去
2
年
以
内
に
本
人
が
撮
影

し
た
も
の
で
、
未
発
表
の
も
の
。

③
作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん
。
④
作

品
に
は
、
題
名
、
撮
影
場
所
、
撮

影
年
月
日
、
撮
影
の
意
図
、
氏
名
、

学
校
名
、
学
年
、
住
所
、
電
話
番

号
を
応
募
票
に
記
入
し
、
裏
面
に

貼
っ
て
く
だ
さ
い
。

⑤
入
選
作
品
の
版
権
お
よ
び
著
作

権
は
、
主
催
者
に
帰
属
し
ま
す
。

⑥
入
選
者
に
は
ネ
ガ
フ
ィ
ル
ム
の

提
出
を
求
め
ま
す
。
提
出
さ
れ
な

い
場
合
は
入
選
を
取
り
消
す
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

※
お
願
い
危
険
な
場
所
で
の
撮

影
お
よ
び
無
理
な
撮
影
は
絶
対

に
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

賞

中

・
高
校
生
そ
れ
ぞ
れ
に

金
賞
:
・各
l
人
、
銀
賞
・
:
各
3
人、

銅
賞
・
:
各
5
人
、
佳
作
:
・
各
若
干

名
を
選
考
。
賞
状
お
よ
び
記
念
品

を
授
与
し
ま
す
。

応
募
・
問
い
合
わ
せ

建
設
省
九

州
地
方
建
設
局
河
川
管
理
課
(
〒

印
福
岡
市
博
多
区
博
多
駅
東
2
丁

目
印
ー
|
7
)



広報おおむら平成 2年 9月号

西
日
本
書
き
方
大
会

作
品

資
格

小

・
中
学
生

規
定

0
1
人
1
点
限
り

(
2
点

以
上
出
品
の
場
合
は
失
格
)

。
用
紙
は
縦
お
句
、
横
M
H
ンの
和

半
紙
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い。

0

学
年
、
氏
名
も
自
書
し
て
く
だ

さ
い

(例

ー
小
学
校
は

一
年
、
中

学
校
は
中
一
年
)

o
作
品
の
左
上
に
必
ず

「所
在
地

入
り
の
校
名
印
(
認
印
)
」
を
押

し
て
く
だ
さ
い
。

課
題

。
小
学
校

h
1
年

・
な
つ
、

2
年

・
す
い
か
、

3
年

・
夏
休
み

(
か
い
書
)
、

4
年

・
海
の
中
道

(
同
)
、
5
年

・
高
原
の
朝
(
同
)
、

6
年

・
林
間
学
校
(
同
)

。
中
学
校

1
年

・
野
鳥
の
楽
園

(か
い
書
)、

2
年

・
大
切
な
地

球
(
行
書
)
、

3
年

・
自
然
の
摂

理
(
同
)

締
め
切
り

9
月
6
日
同
必
着

※
作
品
送
付
は
、
で
き
る
だ
け
各

学
校
で
一
括
し
て
送
っ
て
く
だ

さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

西
日
本
新
聞
社
事
業
局
文
化
事

業
部

「西
日
本
書
き
方
大
会
」

事
務
局

(干

m福
岡
市
中
央
区

天
神
1
1
4
1
1
2
仰

I
7
I

l
-
-D
-
。0
6
)

ご
寄
付

a"がと
今
ご
帯
、
V
ま
し
た

ご
好
意

。
香
典
返
し

文
化
基
金
へ

V
堤
顕
恵

(武
部
町
)
5
万
円

社
会
福
祉
基
金
へ

V
本
村
喜
美
子
(
玖
島
3
丁
目
)

叩
万
円

V
石
田
義
信
(
武
部
町
)
5
万
円

社
会
福
祉
協
議
会
へ

V
鈴
木
勇
(
黒
木
町
)
5
万
円

V
百
武
晃
(
松
並
2
丁
目
)
叩
万
円

V
相
川
正
己
(
陰
平
町
)
3
万
円

市
身
体
障
害
者
団
体
連
合
会
へ

V
林
茂

(古
町
2
丁
目
)
初
万
円

(
敬
称
略
)

。

一
般
寄
伺

文
化
会
館
建
設
基
金
へ

V
三
鶴
美
代
子

(松
原
2
丁
目
)

5
2
4
9
円

V
コ
ミ
セ

ン
・
サ
タ
デ
l
コ
ン
サ

ー
ト
事
務
局

5
7
3
0
円

大
村
小
学
校
へ

V
同
校
校
医
村
上
保
之
(
片
町
)

診
察
用
照
明
灯
5
万
円
相
当

福
重
小
学
校
へ

V
同
校
P
T
A

体
育
館
椴
帳
お

よ
び
幕
一
式

・
草
刈
機
計
お
万
円

相
当

"
4
少
年
の
夢
"

史
跡
ク
ル
ー
ジ
ン
グ

参
加
者

V
元
年
度
卒
業
児
童
保
護
者
一
同

川
1

テ
ン
ト
1
張

文
化
基
金
へ

V
富
永
嘉
月

(坂
口
町
)
1
万
円

社
会
福
祉
基
金
へ

V
中
村
義
雄
(
長
崎
市
)
3
万
円

清
和
国
へ

V
徳
永
靖
子

(島
原
市
)
愛
蔵
本

V
大
村
高
校
家
庭
ク
ラ
ブ
ぃ
奉
仕

V
親
奉
会
(
森
安
太
郎

・
末
、
永
辰

夫

・
岩
井
勝

・
中
島
松
一

・
田
尻

義
彦
)
理
容
奉
仕

社
会
福
祉
協
議
会
へ

V
根
気
の
会
ぞ
う
き
ん

慈
苗
字
壮
へ

V
片
田
マ
ツ

エ
(
坂
口
町
)
一O
万
円

V
林
田
国
男

(植
松
1
丁
目
)
2

万
円

・
ソ
l
メ
ン

・
ジ
ュ
ー
ス

V
西
部
老
人
ク
ラ
ブ
福
寿
会
踊

ム
7

か
ら
4
0
0
余
年
前
の
天
正

少
年
使
節
の
偉
業
を
た
た
え
る
と

と
も
に
、
私
た
ち
の
文
化
の
源
を

海
上
か
ら
た
ど
り
ま
す
。

日

程

叩
月
お
日
間
(
小
雨

決
行
)

コ

ー

ス

(
大
型
高
速
旅
客
船

‘た

い
よ
う
“
利
用
)

出
発
リl
大
村

(空
港
桟
橋
)
↓
西

海
橋
↓
中
浦
↓
横
瀬
浦
(
下
船
)

帰
路
ド1
横
瀬
浦
↓
西
海
橋
↓
彼
杵

↓
大
村

(空
港
桟
橋
)

※
ク
イ
ズ
、
ゲ
l
ム
も
あ
り
ま
す
。

募
集
人
員

1
8
0
人

(先
着
順
)

対

象

者

だ
れ
で
も
参
加
で
き

ま
す
。

(た
だ
し
、
小
学
4
年
生

以
下
は
保
護
者
同
伴
)

り

・
石
け
ん

・
タ
オ
ル
ほ
か

V
大
村
遊
漁
組
合
い
魚

V
水
田
町
老
人
ク
ラ
ブ
寿
会
H
テ

ィ
ッ
シ
ュ
ペ
ー
パ
ー

-
ぞ
う
き
ん

V
九
州
花
王
販
売
附
佐
世
保
支
居

洗
剤

・
シ
ャ
ン
プ
ー

・
リ
ン
ス

V
板
橋
養
鶏
場
冷
凍
卵

V
出
口
ウ
タ

(小
路
口
町
)
キ
ユ

1
1
けノ

光
と
緑
の
園
向
陽
寮
へ

V
永
洲
ま
ん
じ
ゅ
v

フ
庖

ゆ
』フ
V
大
村
高
校
家
庭
ク
ラ
ブ

V
天
理
教
婦
人
部
奉
仕

V
黒
木
医
院
図
書

光
と
緑
の
園
乳
児
院
ヘ

マ
ダ
ス
キ
ン
サ
i
ビ
ス
マ
ス
タ
ーー

奉
仕

V
黒
木
医
院

ま
ん
じ

奉
仕

M

凶
書

申
込
方
法

往
復
ハ
ガ
キ
に
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
記
入

し
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
(家
族、

グ
ル
ー
プ
で
お
申
し
込
み
の
場
合

は
全
員
の
住
所
、
氏
名
な
ど
を
記

入
く
だ
さ
い
)

参

加

費

(当
日
会
場
で
集
め
ま
す
)

大
人
(
高
校
生
以
上
)

1
0
0

0
円
、
小

・
中
学
生
・

5
0
0
円、

幼
児

2
0
0
円
(
保
険
料
、
記

念
品
代
な
ど
を
含
む
)

申
込
期
間

9
月
1
日
出

i
m
月

1
日
制

(定
員
に
な
り
次
第
締
め

切
り
ま
す
)

持

参

品

弁
当
、
水
筒
、
筆
記

用
具
な
ど

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

天
正

大
村
子
供
の
家
へ

V
松
尾
昭
二

(寿
古
町
)

1
万
円

V
大
村
民
踊
愛
好
会

5
万
円

V
大
村
野
上
倒
ド
!衣
類

V
本
経
寺
か
し
わ
餅

V
大
村
競
艇
事
業
部
シ
ャ
ツ

・

お
も
ち
ゃ

V
多
良
豊
(
宮
小
路
3
丁
目
)
寿
司

V
大
村
東
彼
地
区
看
護
協
会
慰

問

・
図
書
券
ほ
か

V
黒
木
医
院
図
書

V
久
田
松
政
義

(黒
丸
町
)
と
う

も
ろ
こ
し

V
閣
法
寺
信
徒
一
同
米

V
赤
水
清
春
(
本
町
)
1
万
円

泉
の
里
へ

V
大
村
市
南
地
区
民
生
児
童
委
員

協

議

会

慰

問

・
1
万
円

V
川
上
国
喜

(徳
泉
川
内
町
)
花

少
年
帰
国
4
0
0
年
祭
事
務
局

(玖
島
1
丁
目
お
番
地
宮
⑧
4
1
1

1
内
線
2
4
5
市
役
所
内
)

少
林
寺
拳
法
会
員

初
心
者
大
歓
迎
ノ

練
習
日

(
毎
週
)

。
武
道
館
・

月

・
水

・
金

。
富
の
原
児
童
体
育
館
・
火

・
木

時
間

午
後
6
時
小
川
分
1
8
時

対
象

小
、
中
、
高
校
生
、
一
般

男
女
会
費

ま 連 2
fこ 車各 5 
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o ~ 

棟内円月
習田 1額
日 ~ 3 
に 宮 O
直 ⑭ O
接 o0 
会 7 円
場 4
へ 1

V
大
村
遊
漁
組
合
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老
人
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問
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石
け
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5
万
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林
忠
男
(
諏
訪
3
丁
目
)
ア
サ
ガ
オ

V
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花
王
販
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欄
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世
保
支
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洗
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シ
ャ
ン
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リ
ン
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V
パ
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ル
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V
鈴
木

・
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手
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大
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。

千
円
V
福
重
地
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婦
人
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津
上
正
利
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木
町
)
タ
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ル
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9
月
は
、
国
民
健
康
保
険
税

(
3期
)
の
納
期
で
す
。

当番医

2日 内.I J、i 松井医院 久l京2丁 目 fi:2J 6 6 2 -4 
(日)
(内・/卜)松ァk医院 古田T2丁目 fig29-l3 I (土・祝)

外 松尾外科医院 東本町 合lε3331 立l下山耳鼻咽喉科医院 原口町 fi~06-48 
当番医 ¥ 

安産教室 市役所 9 : 30 ~ II : 00 G;9 : 30まで I 16日 内・小 軒口六f'iこどし医院百大ド本町 E2233引
3日 3母子健康子帳、ズボン (8) 

耳 わた なべ耳鼻咽喉千'1 忙出津 21 日 fi ~ 2 (103

117日(月) 一般健康相談 市役所 13:OO ~ 16: 00 
B血圧;l!:j定 ・みそ;¥の塩分濃度;Wj定ほか

(月)
乳切児健康相談 三浦出リ長所 1'9: 30 ~ 11・I)U

4日
乳幼児健康相談 悩重出怯所S;13:30 ~ 15: 00 

I 18日 乳鈎児健康相談 鈴旧出リ長所 ミ~9 ・ 30 ~11: OCl 

(火)
=種混合予防接種 (火)
市役所、萱i新It:l~1~所 1 -4 : 0υ ~1 5 ・ 00 19日

(水)
妊婦教室(3)中地区公民館 13 : 00 ~ 16: O() 

妊婦教室('1) 中I也区公民館 13: OO ~ 16: 00 
5日

三種混合予防接種 3歳児健康診査 大村保健所ー
(水)

西大村コ ミセン 、三浦畑出張所 1-4: 00 -15 : 00 I ~)9 : 30 ~ 10: 00、13:O() ~ 13: 30 

6日 =種混合予防接種 120日 ⑪昭和62年3月生三i)_，，61年9月-62年2可生まれで、

竹松 ・福重出張所 U : OO ~L) : OO 木) まだ'2¥..l.ていない人も受診Lてくだ さ、v
(木) 在潤:ザ健康手帳、問診票

オ歳6か月児健康診査 定期巡回献血 市役什 9:30 ~ 12: 00 

市 コミ セン ②13: OO ~ 13: 30 オ歳6か月児健康診査 市コミ セン
⑪平成元年 2 月 生まれ (63年9 月 ~G-l年 ・ 平成元 21日 ⑤13:0ト 13:30 ⑮U'.， --;日ゆ と同二
年1月生まれで、まだ受けていない人も受診し (金) 成人の健康相談 福祉センター 1 3 ・ 0υ ~ 15 : 0。

ア日 てください) ⑬@t"， 7日(針と同 じ

(金) tD母 j三健康手|版、問診票、歯ブラシ 22日
耳とことばの相談 福祉セン タ- B: OO ~ 15: 00 成人の健康相談 福祉センター 1 3 ・ 00 ~1 5 ・。。 (土)

@判長以J，⑫血圧 J五l定 ・ み そ げの塩分濃度;~IJ定か
当番医

=種混合予防接種 23日
内 大菌内干'1医院松並 1r ~ fi3;55-46 

中地区比民館、松原出張所 1 -4 : υO ~ 15: 00 
'整)松永整形外科医院西大村本町}玄主主:;;

9日
当番医

中村医院東本町 fT3一 2--; 3 3 I ?~ 日
当番医

|什・小 出口小児十|医院諒訪 3丁目 2532252 
(日)

l外・内 旧崎医院 占町 1丁H 23 l234 (月・祝) l 整 J 点 松病院 東本町 fi~ 1 1 G 1 

乳羽児健康相談 市コミ セン 26日
妊婦教室悼) 中l也区公民館 13: 00 ~ 1 G: on 11日

r~9 ・ 30~ 11 ・ 00 、 13 ・ 30~15:00 (水)
(火)

③離乳食教室 10: 30~ 15: 00 27日
機能訓練根気の会 屋外訓練 10: 00 ~ 15 : 00 

12日
(木)

(水)
妊婦教室(2)中地区公民館 13: OU ~ 16: U¥i 当番医

内-出 南葺吋札当化器科医区 東三;é~ iJ fi ~3 ~ol 
13日 機能訓練根気の会 福祉センタ 13: 30 ~ 15: 30 (日) 耳 十;'-itj:il田医院京本町 宮g3329
(木)

略号の説明 @一対象 I~ . . .交け付け :0'・内容
14日 オ]義6か月児健康診査 市 コミ セン s'"持っ てくるもの

(金) 2;'13: OO ~ 13: 3000..， 7日ωと同 l' 当番医の診療時間 9: OO ~ 18:00 

1
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1
1
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汁
~
行
」
ド
』

'
H
ト

l

h-
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岬
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〈
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J
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l
l
 

r-い1
1
』
|
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1
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rio 

l見

巨1)

¥i:1j 

、r」
'
i
J
，l
門
川

ノ
z
J
4
4
1
円
H
i

ギ1司

じ1)
¥I:IJ 
1'11 

「 入閣き「
8月オ己現在

人口

20-

22.504 
(+7) 

72.459 
(ム11) 

34.499 
(ム12)

37.960 
(+1) 

〉丙!ζ計弓比

言十

男

女

世帯数

市民相談コ ナ-(秘書広報課〉で、すべて無料で行っていますC

9 お気軽にご桔談くださl¥

月 人権相談 (6日 10: 00~15 
o 行政相談 (13日 9: 30~12 
定 法律相談 (19巴 10: 00~15 

… 
祖 父通事故相談 (25巳 10: 00~16 
談 年金相談 (26日 10: 00~15 
日 不動産相談 (28 E 13: 00"-' 16 

※受け付けは午前8時30分より行っています。

9月の大将ボート (:5 ~ 1 0 日 ・ 新鋭リ ー グ戦、1-1 ~17 日 、
22~26 日、)

00) 

00) 

00) 

00) 

00) 

00) 
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